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はじめに 

 

裾野市森林整備計画（以下、「本計画」という。）は、森林法（以下「法」という。）

第 10条の５の規定により、本市内の森林を適切に整備していくことを目的として、

本市における森林・林業関連施策の方向を示すとともに、森林所有者等が行う森林

整備に関する指針等を定めたものです。森林所有者等が作成する森林経営計画は、

本計画の内容に照らして市長等が認定します。 

なお、本計画の対象となる森林は、県が定める富士地域森林計画の対象森林です。

本計画の期間中に、富士地域森林計画が変更され、地域森林計画の対象森林が変更

になった場合は、本計画の対象森林も同様に変更されたものとみなします。その際、

新たに計画の対象に加わった森林は、周辺の森林と同様の計画内容が適用されます。 

 なお、本計画は令和５年４月１日から効力を生じます。 

 

 

 

 

 

森林計画制度における市町村森林整備計画の位置付け 

 

＜森林・林業基本法＞  

              ￬ 即して 

＜森林法＞  

              ￬ 即して 

     

               ￬ 適合して 

     

               ￬ 適合して 

     

 

 

森林・林業基本計画 

（政府）長期的かつ総合的な政策の方向・目標 

全国森林計画 

（大臣）森林整備及び保全の方向 

地域森林計画 

（県知事）県の森林関連施策の方向 

市町村森林整備計画 

（市町村長）市の森林関連施策の方向 

森林経営計画 

（森林所有者等）具体的な伐採・造林等の計画 
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Ⅰ  伐採、造林、間伐、保育その他森林の整備に関する基本的な事項  

 （法第 10 条の５第２項第１号及び第５号）  

森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 を 総 合 的 か つ 高 度 に 発 揮 さ せ る た め 、健 全 な 森 林

資 源 を 維 持 造 成 す る こ と を 旨 と し て 、森 林 整 備 の 基 本 方 針 、森 林 施 業 の 合 理

化 に 関 す る 基 本 方 針 等 を 定 め る 。  

 

第１  森林整備の現状と課題  

１  市の概況  

本 市 は 、 東 西 を 富 士 ・ 愛 鷹 山 と 箱 根 山 の 山 麓 斜 面 に 挟 ま れ 、 こ れ ら の 斜 面 が

中 央 の 黄 瀬 川 で 集 合 す る 凹 型 の 地 形 構 造 と な っ て い る 。  

黄 瀬 川 流 域 に は 南 北 ８ km、東 西 ２ km  の や や 平 坦 な 地 形 を 持 つ 地 域 が あ り 、こ

の 地 域 を 中 心 と し て 都 市 的 土 地 利 用 が な さ れ て い る 。  

西 側 山 麓 で は 、 恵 ま れ た 環 境 を 活 か し た レ ク リ エ ー シ ョ ン 利 用 や 、 研 究 開 発

型 企 業 の 立 地 が 進 め ら れ て お り 、 東 側 山 麓 で は 研 究 開 発 型 の 企 業 が 立 地 し て い

る 。  

市 街 地 に お い て は 、市 域 南 部 で 土 地 区 画 整 理 事 業 が 完 了 し て い る ほ か 、現 在 、

J R 裾 野 駅 西 側 で は 裾 野 駅 西 土 地 区 画 整 理 事 業 が 進 め ら れ て い る 。  

愛 鷹 山 麓 や 箱 根 山 麓 の 多 く は 森 林 で あ り 、 河 川 沿 い や 丘 陵 地 に は 広 大 で は な

い が 優 良 農 地 も 存 在 し 、農 業 基 盤 整 備 や 農 地 の 利 用 集 積 が 進 め ら れ て き て い る 。 

県 が 進 め る 防 災 ・ 減 災 と 地 域 成 長 を 両 立 さ せ た 魅 力 あ る 地 域 づ く り に 向 け た

「“ ふ じ の く に ”の フ ロ ン テ ィ ア を 拓 く 取 組 」の 中 で 、本 市 の 北 部 地 域 で「 ふ じ

の く に フ ロ ン テ ィ ア 推 進 区 域 」 の 指 定 を 受 け 、 裾 野 市 御 宿 土 地 区 画 整 理 事 業 を

行 う な ど 、 取 組 み を 進 め て い る 。  

2 0 2 0 年（ 令 和 ２ 年 ）に 市 内 大 手 企 業 が あ ら ゆ る モ ノ や サ ー ビ ス が つ な が る 実

証 都 市 「 コ ネ ク テ ィ ッ ド ・ シ テ ィ 」 プ ロ ジ ェ ク ト を 発 表 し 、 本 市 に て 実 証 都 市

「 ウ ー ブ ン ・ シ テ ィ 」 の 建 設 が 現 在 進 め ら れ て い る 。  

ま た 、 2 02 1 年 （ 令 和 ３ 年 ） に 、 20 50 年 ま で に 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 実 質

ゼ ロ を 目 指 す「 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル シ テ ィ 」を 宣 言 し 、取 組 を 進 め て い る 。  
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2  森林整備の現状と課題  

 総 面 積 13 ,8 12 ha の う ち 森 林 面 積 は 8,7 00 ha（ 民 有 林 面 積 7 ,41 9h a、国 有

林 1 ,28 1h a）で 、総 面 積 の 約 63％ を 占 め て い る 。こ の う ち 、本 計 画 の 対 象

森 林 面 積 は 7 ,4 18. 69h a で あ り 、 ス ギ 、 ヒ ノ キ を 主 体 と し た 人 工 林 面 積 が

5,1 40 .3 0h a（ 人 工 林 率 69％ ） と 大 部 分 を 占 め て い る 。  

人 工 林 の 9 8％ 以 上 が 林 齢 4 0 年 生 以 上 と 、 資 源 と し て 成 熟 し て お り 、 積

極 的 な 利 用 が 望 ま れ る が 、 一 方 で 人 工 林 は 小 規 模 な 個 人 所 有 者 が 多 く 、

個 々 の 森 林 所 有 者 が 単 独 で 効 率 的 な 施 業 を 行 う こ と は 困 難 な 状 況 に あ る 。 

し か し ､カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 寄 与 す る 森 林 吸 収 源 の 確 保 や 昨 今 の 局

地 的 豪 雨 に よ る 山 地 の 土 砂 災 害 等 を 受 け 、森 林 の 持 つ 水 源 の 涵 養 、土 砂 の

流 出 ･崩 壊 防 止 及 び 生 活 環 境 の 保 全 、 二 酸 化 炭 素 の 吸 収 等 、 公 益 的 機 能 の

発 揮 が 益 々 重 要 に な っ て き て い る と と も に 、世 界 文 化 遺 産 で あ る 富 士 山 の

景 観 保 全 や 向 上 を 目 的 と し た 森 林 整 備 の 必 要 性 も 高 ま っ て い る 。  

ま た 、シ カ の 食 害 に 起 因 す る 樹 木 の 立 ち 枯 れ 被 害 も 増 加 し て お り 、対 策

が 必 要 で あ る 。  

こ う し た 課 題 に 対 し 、以 下 の 取 組 を 実 施 し 、森 林 資 源 の 保 全 、整 備 、活

用 を 推 進 し て い く 。  

 

( 1 )  市 単 独 間 伐 事 業 ・ 土 砂 流 出 防 止 柵 設 置 事 業  

国 土 保 全 及 び 森 林 の 保 護 育 成 に 努 め 、 健 全 で 活 力 あ る 森 林 を 作 る た め 、

市 単 独 の 間 伐 事 業 や 間 伐 材 を 利 用 し た 土 砂 流 出 防 止 柵 設 置 事 業 を 実 施 し 、

森 林 の 整 備 保 全 、 山 地 災 害 防 止 を 推 進 し て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 2 )  市 単 独 森 林 整 備 事 業  

 森 林 景 観 の 保 全 や 市 民 生 活 の 安 全 確 保 等 の た め の 修 景 伐 を 実 施 す る 。  

道 路 沿 い の 森 林 整 備 に よ る 通 行 車 両 の 視 距 及 び 安 全 確 保 、森 林 レ ク リ エ

ー シ ョ ン の 場 の 整 備 等 を 推 進 し て い く 。  
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( 3 )  森 林 基 幹 道 裾 野 愛 鷹 線 の 整 備  

愛 鷹 山 麓 に お い て 、５ 路 線 の 既 設 林 道 を 横 断 的 に 結 ぶ 森 林 基 幹 道 裾 野 愛

鷹 線 の 整 備 を 平 成 26 年 度 か ら 進 め て い る 。 当 該 路 線 に よ り 愛 鷹 山 麓 に 広

大 な 木 材 生 産 が 可 能 な エ リ ア が 形 成 さ れ る 。  

平 成 30 年 度 に 大 沢 入 線 か ら 田 向 線 を 結 ぶ 区 間 が 開 通 し 、 沿 線 の 森 林 に

お い て 、個 人 所 有 者 か ら 経 営 を 受 託 し た 林 業 経 営 体 に よ り 、林 道 を 活 用 し

た 木 材 生 産 が 行 わ れ て い る 。  

今 後 も 、 計 画 に 沿 っ て 着 実 に 延 伸 し て い く こ と で 、 森 林 施 業 の 効 率 化 ・

低 コ ス ト 化 が 期 待 さ れ る 。（ 平 成 2 6 年 度 か ら 事 業 着 手 。 令 和 1 3 年 度 完 了

予 定 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    計 画 線  

    利 用 区 域  

位 置 図  
全 体 計 画 図  

森 林 基 幹 道 裾 野 愛 鷹 線  

裾 野 市 役 所  

整 備 前  整 備 後  



- 4 - 
 

 

 

( 4 )  鳥 獣 害 の 拡 大 防 止  

「 裾 野 市 鳥 獣 被 害 防 止 計 画 」を 策 定 し 、捕 獲 数 の 目 標 を 定 め 計 画 的 な 捕

獲 に 努 め る と と も に 、猟 友 会 の 運 営 支 援 や 捕 獲 資 機 材 の 導 入 等 を 実 施 し て

い く 。ま た 、国 有 林 内 に お け る 効 率 的 な 捕 獲 を 行 う た め 、森 林 管 理 署 等 関

係 機 関 と 連 携 強 化 を 図 っ て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  シ カ に よ る 樹 皮 被 害          猟 友 会 に よ る 捕 獲 活 動  

  

( 5 )  公 共 建 築 物 の 木 材 利 用 の 促 進  

平 成 25 年 に 「 裾 野 市 公 共 建 築 物 の 木 材 利 用 の 促 進 に 関 す る 方 針 」 を 策

定 し た 。市 が 整 備 す る 公 共 建 築 物 、市 が 施 工 す る 土 木 工 事 等 を 対 象 に 、地

元 産 材 の 利 用 促 進 に 関 す る 方 針 に 沿 っ て 推 進 し て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 山 浅 間 神 社 ト イ レ （ 県 産 材 使 用 ）  
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上 原 区 集 会 所 （ 県 産 材 使 用 ）  

 

 

 

 

 

 

 

第２  森林整備の基本方針  

１  森林の機能と望ましい姿  

森 林 の 持 つ 様 々 な 機 能 は 、主 に「 木 材 等 生 産 機 能 」、「 水 源 涵 養 機 能 」、

「 山 地 災 害 防 止 機 能 ／ 土 壌 保 全 機 能 」、「 快 適 環 境 形 成 機 能 」、「 保 健 ･レ

ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 」、「 文 化 機 能 」、「 生 物 多 様 性 保 全 機 能 」の ７ つ に 分

類 さ れ て お り 、こ の う ち 、水 源 涵 養 機 能 か ら 生 物 多 様 性 保 全 機 能 ま で の

６ つ の 機 能 は 、人 々 の 生 活 や 周 囲 の 環 境 に 広 く 寄 与 す る こ と か ら「 森 林

の 公 益 的 機 能 」 と 呼 ば れ て い る 。  

こ こ で は 、そ れ ぞ れ の 森 林 の 機 能 と そ の 機 能 の 発 揮 の 上 か ら 望 ま し い

森 林 の 姿 を 表 １ -２ -１ に 示 す 。  
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表 １ -２ -１  森 林 の 機 能 と 望 ま し い 森 林 の 姿  

機  能  働  き  機 能 発 揮 の 上 か ら 望 ま し い 森 林 の 姿  

木 材 等 生 産 機 能  
木 材 等 を 生 産 す

る 働 き が あ る 。  

・ 林 木 の 生 育 に 適 し た 森 林 土 壌 を 有

し て い る 。  

・ 適 正 な 密 度 を 保 ち 、 形 質 の 良 好 な

林 木 か ら な り 、 成 長 量 が 大 き い 。  

・ 林 道 等 の 生 産 基 盤 が 適 切 に 整 備 さ

れ て い る 。  

公 

益 

的 

機 

能 

水 源 涵 養 機

能  

水 資 源 を 保 持

し 、 渇 水 を 緩 和 す

る と と も に 、 洪 水

流 量 等 を 調 節 す る

働 き が あ る 。  

・ 水 を 蓄 え る 隙 間 に 富 ん だ 浸 透 ･保 水

能 力 の 高 い 森 林 土 壌 を 有 し て い る 。 

・ 下 層 植 生 と と も に 樹 木 の 根 が 発 達

し て い る 。  

山 地 災 害 防

止 機 能 ／ 土

壌 保 全 機 能  

自 然 現 象 等 に よ

る 土 砂 崩 壊 や 土 砂

流 出 等 の 山 地 災 害

の 発 生 、 そ の 他 表

面 侵 食 等 、 山 地 の

荒 廃 を 防 止 し 、 土

地 を 保 全 す る 働 き

が あ り ま す 。  

・ 樹 木 の 根 が 深 く 広 く 発 達 し 、 土 壌

を 保 持 す る 能 力 に 優 れ て い る 。  

・ 適 度 な 光 が 差 し 込 み 、 下 層 植 生 が

発 達 し て い る 。  

・ 必 要 に 応 じ て 山 地 災 害 を 防 ぐ 施 設

が 整 備 さ れ て い る 。  

快 適 環 境 形

成 機 能  

強 風 や 飛 砂 、 騒

音 等 か ら 生 活 環 境

を 守 り 、 快 適 な 生

活 環 境 を 形 成 す る

働 き が あ る 。  

・ 樹 高 が 高 く 枝 葉 が 多 く 茂 っ て い る

な ど 、遮 へ い 能 力 や 汚 染 物 質 の 吸 着

能 力 が 高 い 。  

保 健 ･ レ ク

リ エ ー シ ョ

ン 機 能  

保 健 、 教 育 活 動

に 寄 与 す る 働 き 、

自 然 環 境 を 保 全 ･

形 成 す る 働 き が あ

る 。  

・ 多 様 な 樹 種 等 か ら な り 、 住 民 等 に

憩 い と 学 び の 場 を 提 供 し て い る 。  

・ 身 近 な 自 然 と し て 又 は 自 然 と の ふ

れ あ い の 場 と し て 適 切 に 管 理 さ れ

て い る 。  

・ 必 要 に 応 じ て 保 健 活 動 に 適 し た 施

設 が 整 備 さ れ て い る 。  

 

文 化 機 能  

自 然 景 観 や 歴 史

的 風 致 の 構 成 要 素

と な り 、 優 れ た 美

的 景 観 を 形 成 す る

働 き が あ る 。  

・ 史 跡 ･名 勝 等 と 一 体 と な っ て 潤 い の

あ る 自 然 景 観 や 歴 史 的 風 致 を 構 成

し て い る 。  

・ 必 要 に 応 じ て 文 化 ･教 育 的 活 動 に 適

し た 施 設 が 整 備 さ れ て い る 。  

生 物 多 様 性

保 全 機 能  

地 域 の 生 態 系 や

生 物 多 様 性 の 保 全

に 寄 与 す る 働 き が

あ る 。  

・ 原 生 的 な 森 林 生 態 系 を 保 持 し て い

る 。  

・ 学 術 的 に 貴 重 な 生 物 種 が 生 育 ･生 息

し て い る 。  
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２   森林整備の基本的な考え方  

( 1 )  森 林 の 機 能 別 の 区 域 設 定 の 基 準  

表 １ -２ -１ に 示 し た 森 林 の 機 能 を 特 に 発 揮 す る 必 要 の あ る 森 林 に

つ い て 、森 林 の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森 林 と し て 表 １ -２ -２ の

と お り 定 め る 。  

 

表 １ -２ -２  森 林 の 機 能 別 の 区 域  

機  能  森 林 の 機 能 別 の 区 域  

木 材 等 生 産 機 能  

木 材 等 の 生 産 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森 林 施

業 を 推 進 す べ き 森 林  

（ 以 下 、「 木 材 等 生 産 機 能 維 持 増 進 森 林 」）  

水 源 涵 養 機 能  

公

益

的

機

能

別

施

業

森

林 

水 源 の 涵 養 の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森

林 施 業 を 推 進 す べ き 森 林  

（ 以 下 、「 水 源 涵 養 機 能 維 持 増 進 森 林 」）  

山 地 災 害 防 止 機 能  

土 壌 保 全 機 能  

土 地 に 関 す る 災 害 の 防 止 機 能 及 び 土 壌 の 保 全

の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森 林 施 業 を 推 進

す べ き 森 林  

（ 以 下 、「 山 地 災 害 防 止 ／ 土 壌 保 全 機 能 維 持 増 進

森 林 」）  

快 適 環 境 形 成 機 能  

快 適 な 環 境 の 形 成 の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た

め の 森 林 施 業 を 推 進 す べ き 森 林  

（ 以 下 、「 快 適 環 境 形 成 機 能 維 持 増 進 森 林 」）  

保 健 ･レ ク リ エ ー シ

ョ ン 機 能  

文 化 機 能  

生 物 多 様 性 保 全 機 能  

保 健 文 化 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森 林 施

業 を 推 進 す べ き 森 林  

（ 以 下 、「 保 健 文 化 機 能 維 持 増 進 森 林 」）  

 

 

( 2 )  森 林 施 業 の 方 法 （ 施 業 種 ）  

森 林 の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森 林 に お け る 施 業 の 方 法 （ 以

下 、「 施 業 種 」と い う 。）を 表 １ -２ -３ の と お り 定 め 、施 業 種 ご と の 主

伐 の 時 期 の 下 限 を 表 １ -２ -４ の と お り 定 め る 。ま た 、風 致 の 優 れ た 森

林 の 維 持 又 は 造 成 に 必 要 な 樹 種 を 特 定 広 葉 樹 と し て 、表 １ -２ -５ に そ

の 樹 種 と 施 業 の 方 法 を 定 め る 。  
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表 １ -２ -３  施 業 の 方 法 （ 施 業 種 ）  

区 域  施 業 種  主 伐  間 伐  

木 材 等 生 産  

機 能 維 持 増 進
森 林  

通 常 伐 期  
 Ⅱ の 第 １ に 示 す「 伐 採 に
関 す る 事 項 」の と お り と す
る 。  

Ⅱ の 第 ３ の １「 間
伐 を 実 施 す べ き 標
準 的 な 林 齢 及 び 標
準 的 な 間 伐 の 方 法 」
に 示 す と お り と す
る 。  

 

木 材 等 生 産
機 能 維 持 増
進 森 林 の う
ち 、特 に 効 率
的 な 施 業 が
可 能 な 森 林
（ 以 下 、「 特
に 効 率 的 な
施 業 が 可 能
な 森 林 」）  

水 源 涵 養 機 能  

維 持 増 進 森 林  
伐 期 の 延

長  

 主 伐 の 時 期 は 、公 益 的 機
能 を 高 度 に 発 揮 さ せ る た
め に 、お お む ね 標 準 伐 期 齢
に 1 0 年 加 え た 林 齢 以 上 と
し 、 そ の 下 限 を 表 １ -２ -
４ に 示 す 。  

山 地 災 害 防 止 /

土 壌 保 全 機 能
維 持 増 進 森 林  

 

快 適 環 境 形 成
機 能 維 持 増 進
森 林  

 

保 健 文 化 機 能  

維 持 増 進 森 林  

長 伐 期  

主 伐 の 時 期 は 、公 益 的 機
能 を 高 度 に 発 揮 さ せ る た
め に 、お お む ね 標 準 伐 期 齢
の ２ 倍 の 林 齢 以 上 と し 、そ
の 下 限 を 表 １ -２ -４ に 示
す 。  

複 層 林  

Ⅱ の 第 １ の １ (2 )に 示 す
「 伐 採（ 主 伐 ）の 標 準 的 な
方 法 」の 育 成 複 層 林 の 項 目
の と お り と す る 。  

複 層 林 の 造 成 後
は 、上 層 木 の 成 長 に
伴 っ て 、林 内 の 明 る
さ が 低 下 し 下 層 木
の 成 長 が 抑 制 さ れ
る こ と か ら 、下 層 木
の 適 確 な 生 育 を 確
保 す る た め 、適 時 に
間 伐 を 実 施 す る 。  

こ の 場 合 、上 層 木
の 伐 り 過 ぎ に よ る
公 益 的 機 能 の 低 下
を 防 止 す る た め 、一
定 の 蓄 積 を 常 に 維
持 す る 。  

択 伐 に よ

る  

複 層 林  

伐 採 方 法 は 、 択 伐 と し 、
Ⅱ の 第 １ の １ ( 2) に 示 す
「 伐 採（ 主 伐 ）の 標 準 的 な
方 法 」の 育 成 複 層 林 の 項 目
の と お り と す る 。  

保 健 文 化 機 能

維 持 増 進 森 林  

特 定 広 葉

樹 の 育 成  

保 健 文 化 機 能 維 持 増 進 森 林 で 、 特 に 地 域 独 自
の 景 観 等 が 求 め ら れ る 森 林 に お い て は 、 表 １ -
２ -５ に 示 す 特 定 広 葉 樹 育 成 施 業 を 行 う こ と と
す る 。  

※  た だ し 、 ( 1)に 定 め る 森 林 の 区 域 が 重 複 し た 森 林 で は 、 表 下 段 の 施 業 種

を 適 用 す る が 、 主 伐 の 時 期 は 下 限 値 が 高 い 方 を 適 用 す る 。 例 え ば 、「 水 源 涵

養 機 能 維 持 増 進 森 林 」（ 施 業 種 は 「 伐 期 の 延 長 」） と 「 山 地 災 害 防 止 /土 壌 保

全 機 能 維 持 増 進 森 林 」（ 施 業 種 は「 択 伐 に よ る 複 層 林 」）の 区 域 が 重 複 し た 場

合 、伐 期 は「 標 準 伐 期 齢 に 10 年 加 え た 林 齢 以 上 」、伐 採 率 は「 30％ 以 下 」と

す る 。  
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表 １ -２ -４  主 伐 の 時 期 （ 伐 期 齢 ） の 下 限  

 

施 業 種  

樹 種 （ 林 齢 ）  

ス ギ  ヒ ノ キ  マ ツ  
テ ー ダ  

マ ツ  

そ の 他  

針 葉 樹  

コ ナ ラ  

ク ヌ ギ  

そ の 他  

広 葉 樹  

通 常 伐 期  40  45  35  30  50  15  25  

伐 期 の 延 長  50  55  45  40  60  25  35  

長 伐 期  80  90  70  60  100  30  50  

※ １  マ ツ は ク ロ マ ツ 及 び ア カ マ ツ を 指 す 。  

※ ２  複 層 林 、 択 伐 に よ る 複 層 林 は 、 通 常 伐 期 と 同 様 と す る 。  

※ ３  標 準 伐 期 齢 は 、 Ⅱ の 第 １ の 表 ２ -１ -３ を 参 照  

 

表 １ -２ -５  特 定 広 葉 樹  

特 定 広 葉 樹 （ 樹 種 ） 特 定 広 葉 樹 の 育 成 の た め の 施 業 方 法  

愛 鷹 ツ ツ ジ  

（ ア シ タ カ ツ ツ ジ ） 

・環 境 省 の「 特 定 植 物 群 落 」に 選 定 さ れ た 、須 山 地 区

の 愛 鷹 山 の ツ ツ ジ 原 生 群 落 を 保 全 す る 。  

 

48 林 班 い １ ～ ３  

 

 

 

 

 

 

 

 

・特 定 広 葉 樹 の 伐 採 は 、常 に 更 新 を 意 識 し 、そ の 蓄 積

が 維 持 さ れ る 範 囲 内 に お い て 行 う も の と す る 。  

・特 定 広 葉 樹 以 外 の 立 木 は 、特 定 広 葉 樹 が 優 勢 と な る

よ う 、 伐 採 を 促 進 す る 。  

・天 然 更 新 に 必 要 な 母 樹 が 無 い 森 林 等 、植 栽 に よ ら な

け れ ば 特 定 広 葉 樹 の 適 確 な 更 新 が 困 難 な 場 合 に は 、

適 正 な 本 数 の 特 定 広 葉 樹 を 植 栽 し 、 必 要 に 応 じ て 除

伐 、 補 植 等 の 更 新 補 助 作 業 を 行 う 。  

・さ ら に 育 成 に 必 要 な 下 刈 、除 伐 等 の 保 育 を 実 施 す る

こ と と し 、 タ ケ の 侵 入 に よ り 特 定 広 葉 樹 の 生 育 が 妨

げ ら れ る お そ れ の あ る 場 合 は 、 継 続 的 な タ ケ の 除 去

を 行 う 。  

 

位 置 図  
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( 3 )  森 林 の 整 備 ・ 保 全 の 考 え 方  

表 １ -２ -２ に 定 め た 森 林 の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森 林 に つ

い て 、 森 林 の 整 備 及 び 保 全 の 考 え 方 を 表 １ -２ -６ の と お り 定 め る 。  

 

表 １ -２ -６  森 林 の 整 備 ・ 保 全 の 考 え 方  

区 域  森 林 の 整 備 ・ 保 全 の 考 え 方  

木 材 等 生 産 機

能 維 持 増 進 森

林  

・ 地 形 、 地 理 等 か ら 効 率 的 な 森 林 施 業 が 可 能 な 森 林 に お い

て は 、 木 材 等 生 産 機 能 が 十 分 に 発 揮 さ れ る よ う 、 計 画 的

な 伐 採 に よ る 木 材 の 安 定 供 給 に 努 め る 。  

・ 森 林 の 健 全 性 を 確 保 し 、 木 材 需 要 に 応 じ た 樹 種 、 径 級 の

林 木 を 生 育 さ せ る た め の 適 切 な 造 林 、 保 育 及 び 間 伐 の 実

施 を 推 進 す る 。  

・ 施 業 種 は 、「 通 常 伐 期 」 と す る 。  

 

特 に 効 率 的

な 施 業 が 可

能 な 森 林  

・木 材 の 継 続 的 生 産 に よ る 安 定 供 給 を 促 進 す る た め 、人 工

林 に つ い て は 原 則 と し て 、 皆 伐 後 に は 植 栽 に よ る 更 新 を

行 う も の と す る 。  

・ 施 業 種 は 、「 通 常 伐 期 」 と す る 。  

公

益

的

機

能

別

施

業

森

林  

水 源 涵 養 機

能 維 持 増 進

森 林  

・ダ ム 等 利 水 施 設 の 上 流 部 に お い て は 、水 源 涵 養 機 能 が 十

分 に 発 揮 さ れ る よ う 、 保 安 林 の 指 定 や そ の 適 切 な 管 理 を

推 進 す る 。  

・下 層 植 生 の 維 持 や 根 系 の 発 達 を 確 保 す る た め 、適 切 な 保

育 ･間 伐 を 推 進 す る 。  

・ 施 業 種 は 、「 伐 期 の 延 長 」 と す る 。  

山 地 災 害 防

止 / 土 壌 保

全 機 能 維 持

増 進 森 林  

・山 地 災 害 の 発 生 の 危 険 性 が 高 い 森 林 で は 、土 砂 流 出 防 備

等 の 機 能 が 十 分 に 発 揮 さ れ る よ う 、 保 安 林 の 指 定 や そ の

適 切 な 管 理 を 推 進 す る 。  

・渓 岸 の 侵 食 防 止 や 山 脚 の 固 定 等 に 必 要 な 谷 止 工 や 土 留 工

等 の 施 設 の 設 置 を 推 進 す る 。  

・ 伐 採 に 伴 う 裸 地 面 積 の 縮 小 ・ 分 散 を 図 る 。  

・ 施 業 種 は 、 適 切 な 伐 区 の 形 状 ・ 配 置 に よ り 機 能 の 確 保 が

可 能 な 森 林 に お い て は 、「 長 伐 期 」 と す る 。  

快 適 環 境 形

成 機 能 維 持

増 進 森 林  

・ 生 活 環 境 の 保 全 の た め 、 保 安 林 の 指 定 や そ の 適 切 な 管 理

を 推 進 す る 。  

・ 地 域 の 快 適 な 生 活 環 境 を 保 全 す る た め 、 所 有 者 、 地 域 住

民 、 行 政 及 び Ｎ Ｐ Ｏ 等 と の 協 働 に よ り 、 適 切 な 保 育 ・ 間

伐 を 進 め る 。  

・ 施 業 種 は 、「 長 伐 期 」 と し 、 適 切 な 伐 区 の 形 状 ・ 配 置 に

よ り 機 能 を 確 保 す る 。  

保 健 文 化 機

能 維 持 増 進

森 林  

・ 保 健 ･風 致 の 保 存 等 の た め 、 保 安 林 の 指 定 や そ の 適 切 な

管 理 を 推 進 す る 。  

・ 保 健 機 能 維 持 増 進 森 林 に お い て は 、 間 伐 を 繰 り 返 し 、 複

層 林 や 自 然 力 を 生 か し た 混 交 林 に 誘 導 す る 。  

・ 施 業 種 は 、「 長 伐 期 」 と し 、 適 切 な 伐 区 の 形 状 ・ 配 置 に

よ り 機 能 を 確 保 す る 。 た だ し 、 特 定 の 郷 土 樹 種 を 主 体 と

し た 地 域 独 自 の 景 観 等 の 形 成 が 求 め ら れ る 森 林 で は 、「 特

定 広 葉 樹 」 と す る 。  
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３  地 域 の 目 指 す べ き 森 林 の 姿 と 森 林 の 区 域 の 設 定  

( 1 )  区 域 設 定 の 基 本 方 針  

森 林 の 機 能 別 の 区 域 に つ い て 、区 域 設 定 の 基 本 方 針 を 表 １ -２ -７

の と お り 定 め る 。  

 

表 １ -２ -７  区 域 設 定 の 基 本 方 針  

区 域  区 域 設 定 の 基 本 方 針  

木 材 等 生 産 機

能 維 持 増 進 森

林  

・ 地 位 が 高 く 、 緩 傾 斜 で 林 道 等 か ら 近 い 針 葉 樹 人 工 林 が 多

く の 割 合 を 占 め る 森 林 を 面 的 に 設 定  

 

特 に 効 率 的

な 施 業 が 可

能 な 森 林  

・林 地 生 産 力 が 高 く 傾 斜 が 比 較 的 緩 や か で 、林 道 等 や 集 落

か ら の 距 離 が 近 い 森 林 等 を 必 要 に 応 じ て 設 定  

・森 林 法 、自 然 公 園 法 、砂 防 法 等 の 法 令 に よ り 立 木 の 伐 採

が 制 限 さ れ て い る 森 林 は 対 象 と し な い 。  

・ 山 地 災 害 の お そ れ の あ る 森 林 は 対 象 と し な い 。  

公

益

的

機

能

別

施

業

森

林  

水 源 涵 養 機

能 維 持 増 進

森 林  

・水 源 か ん 養 保 安 林 に 指 定 さ れ て お り 、ま た 、地 域 の 用 水

源 と な っ て い る 森 林 を 面 的 に 設 定  

山 地 災 害 防

止 / 土 壌 保

全 機 能 維 持

増 進 森 林  

・土 砂 流 出 防 備 保 安 林 に 設 定 さ れ て お り 、ま た 、山 地 災 害

の 発 生 に よ っ て 人 命 ・ 人 家 等 施 設 へ の 被 害 の お そ れ が あ

る 森 林 を 面 的 に 設 定  

快 適 環 境 形

成 機 能 維 持

増 進 森 林  

・ 市 民 の 日 常 生 活 に 密 接 な 関 わ り を 持 つ 里 山 の 森 林 を 設 定  

保 健 文 化 機

能 維 持 増 進

森 林  

・ 優 れ た 自 然 環 境 や 景 観 を 有 す る 富 士 箱 根 伊 豆 国 立 公 園 を

指 定  

・ 愛 鷹 ツ ツ ジ の 原 生 群 落 一 帯 を 指 定  
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( 2 )  地 域 の 目 指 す べ き 森 林 の 姿  

地 域 に お い て 期 待 さ れ る 森 林 の 機 能 を 踏 ま え 、各 地 域 に お け る 目

指 す べ き 森 林 の 姿 は 、 次 の と お り と す る 。  

 

ア  箱根連山地域  

箱 根 連 山 地 域 は 、箱 根 連 山 の 稜 線 部 分 が 富 士 箱 根 伊 豆 国 立 公 園 に 指

定 さ れ て お り 、ま た 中 腹 以 上 の 区 域 に お い て 保 健 文 化 機 能 や 水 源 涵 養

機 能 が 高 い 天 然 林 が 残 っ て い る こ と か ら 、こ れ ら の 機 能 を 発 揮 さ せ る

た め 適 切 な 保 全 管 理 を 推 進 し て い く 。 一 方 、 中 腹 域 以 下 に お い て は 、

基 幹 林 道 等 の 生 産 基 盤 が 整 備 さ れ つ つ あ る 一 方 で 、森 林 施 業 が 行 わ れ

て い な い 森 林 も 点 在 し て い る 。そ こ で 、中 腹 域 以 下 に お い て は 林 業 に

必 要 な 木 材 生 産 機 能 を 発 揮 さ せ る た め 、適 正 な 森 林 施 業 を 推 進 し 、形

質 の 良 好 な 林 木 か ら な る 、 成 長 量 が 高 い 森 林 を 目 指 す も の と す る 。  

 

イ  愛 鷹 山 麓地域  

愛 鷹 山 麓 地 域 は ス ギ 、ヒ ノ キ を 中 心 と す る 人 工 林 地 帯 で 、林 齢 構 成

も 1 3 齢 級 を ピ ー ク に 、 木 材 と し て 利 用 可 能 な 8 齢 級 以 上 の 森 林 が 成

熟 し て い る こ と か ら 、特 に 中 腹 以 下 の 区 域 に お い て 林 業 生 産 活 動 を 中

心 と し た 適 切 な 森 林 整 備 を 積 極 的 に 実 施 し て い く 。  

一 方 、 中 腹 以 上 の 区 域 に お い て は 、 富 士 箱 根 伊 豆 国 立 公 園 、 愛 鷹 山

自 然 環 境 保 全 地 域 に 指 定 さ れ て お り 、水 源 涵 養 機 能 、山 地 災 害 防 止 機

能 を 有 す る 森 林 が 広 が っ て い る こ と か ら 、こ れ ら の 機 能 を 発 揮 さ せ る

た め 適 切 な 保 全 管 理 を 推 進 し て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箱 根 連 山 地 域  愛 鷹 山 麓 地 域  
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( 3 )  森 林 の 区 域 設 定  

地 域 の 目 指 す べ き 森 林 の 姿 を 踏 ま え て 、本 市 に お い て 特 に 森 林 の

機 能 を 発 揮 す る 必 要 の あ る 森 林 と そ の 施 業 種 を 表 １ -２ -８ ～ 10 の

と お り 設 定 す る 。  

 

表 １ -２ -８  地 域 別 の 森 林 の 区 域  

地 域  

機 能 区 分  

施 業 種  区 域 設 定 の 考 え 方  
面 積  

( h a )  
木

材  

水

源  

山

地  

快

適  

保

健  
他  

箱 根 連

山 地 域  

（ 6 0 -  

1 0 4 林

班 ）  

○       通 常 伐 期  

地 形 、地 理 、路 網 等 の 生 産 基

盤 の 状 況 か ら 効 率 的 な 森 林

施 業 が 可 能 で あ る 。  

1 , 6 9 8 . 4 9  

 ○      
伐 期 の  

延 長  

河 川 の 上 流 部 で あ り 、水 源 涵

養 機 能 を 発 揮 さ せ る 。  
9 3 2 . 8 6  

 ○    ○   長 伐 期  
国 立 公 園 に 指 定 さ れ て お り 、

自 然 環 境 に 恵 ま れ て い る 。  
2 9 7 . 6 9  

 ○  ○     長 伐 期  

山 地 災 害 の 発 生 の 危 険 性 が

高 い 森 林 に お い て 、土 砂 流 出

防 備 等 の 機 能 を 発 揮 さ せ る 。 

5 7 . 8 6  

      通 常 伐 期  市 街 地 周 辺 に 散 在 す る 森 林  7 1 . 3 9  

愛 鷹 山

麓 地 域  

（ 1 - 5 9

、1 0 5 林

班 ）  

 

○       通 常 伐 期  

地 形 、地 理 、路 網 等 の 生 産 基

盤 の 状 況 か ら 効 率 的 な 森 林

施 業 が 可 能 で あ る 。  

1 , 9 3 1 . 0 1  

 ○      
伐 期 の  

延 長  

河 川 の 上 流 部 で あ り 、水 源 涵

養 機 能 を 発 揮 さ せ る 。  
1 , 4 9 3 . 9 0  

    ○   長 伐 期  

国 立 公 園 、県 自 然 環 境 保 全 地

域 、世 界 遺 産 富 士 山 の 構 成 資

産 及 び 市 文 化 財 に 指 定 さ れ

て い る 。  

4 6 3 . 0 1  

    ○   
特 定  

広 葉 樹  

愛 鷹 ツ ツ ジ の 群 生 地 を 保 全

す る 。  
3 0 . 9 2  

 ○  ○     長 伐 期  

山 地 災 害 の 発 生 の 危 険 性 が

高 い 森 林 に お い て 、土 砂 流 出

防 備 等 の 機 能 を 発 揮 さ せ る 。 

2 5 8 . 4 7  

      通 常 伐 期  市 街 地 周 辺 に 散 在 す る 森 林  1 8 3 . 0 9  
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表 １ -２ -９  森 林 の 区 域 （ 機 能 別 ）  

区  分  森 林 の 所 在  面 積 （ h a）  

木 材 等 生 産 機 能  

維 持 増 進 森 林  
別 紙 裾 野 市 概 要 図 の と お り  3,6 29 .5 0  

 
特 に 効 率 的 な 施 業 が

可 能 な 森 林  

（ 林 班 ） 60、 6 1、 6 5～ 70、 7 4、

76～ 7 9、 8 1、 82  

た だ し 、 法 指 定 が か か る 小 班

は 除 外 す る 。  

919 .5 7  

(内 数 )  

公

益

的

機

能

別 

施

業

森

林 

水 源 涵 養 機 能  

維 持 増 進 森 林  
別 紙 裾 野 市 概 要 図 の と お り  3,0 40 .7 8  

山 地 災 害 防 止 / 土

壌 保 全 機 能 維 持 増

進 森 林  

〃  316 .3 3  

保 健 文 化 機 能  

維 持 増 進 森 林  
〃  791 .6 2  

※ １  詳 細 な 森 林 の 所 在 は 、 付 属 の 概 要 図 を 参 照 。  

※ ２  重 複 し て 指 定 し て い る 森 林 が あ る ほ か 、森 林 の 機 能 の 維 持 増 進 を

図 る 森 林 の 設 定 を し な い 森 林 が あ る た め 、面 積 の 合 計 は 、計 画 対 象

森 林 の 面 積 と は 一 致 し な い 。  

 

 

表 １ -２ -10 森 林 の 区 域 （ 施 業 種 別 ）  

施 業 種  森 林 の 所 在  面 積 （ h a）  

通 常 伐 期  別 紙 裾 野 市 概 要 図 の と お り  3,8 83 .9 8  

伐 期 の 延 長  〃  2,4 26 .7 6  

長 伐 期  〃  1,0 77 .0 3  

特 定 広 葉 樹 の 育 成  〃  30. 92  

合 計  〃  7,4 18 .6 9  

※  詳 細 な 森 林 の 所 在 は 、 付 属 の 概 要 図 を 参 照 。  
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４  そ の 他 必 要 な 事 項  

( 1 )  伐 採 に 伴 う 裸 地 面 積 の 縮 小 ・ 分 散 を 図 る 区 域  

該 当 な し  

 

( 2 )  特 に 針 広 混 交 林 化 ・ 樹 種 の 多 様 性 増 進 を 推 進 す べ き 森 林  

「 特 に 針 広 混 交 林 化 を 推 進 す べ き 森 林 」及 び「 特 に 樹 種 の 多 様 性

増 進 を 推 進 す べ き 森 林 」を 次 の と お り 定 め こ れ ら の 森 林 の う ち 荒 廃

し た 森 林 で は 、 静 岡 県 森 の 力 再 生 基 金 条 例 （ 平 成 1 8 年 静 岡 県 条 例

第 1 9 号 ） 第 ２ 条 に 規 定 す る 事 業 を 実 施 し 、 針 広 混 交 林 化 又 は 樹 種

の 多 様 性 を 図 る 。  

ア   特に針広混交林化を推進すべき森林  

地 形 条 件 、 林 道 の 整 備 状 況 、 所 有 形 態 等 の 自 然 的 、 経 済 的 、 社

会 的 条 件 か ら み て 、森 林 所 有 者 に よ る 適 正 な 森 林 施 業 が 困 難 と 認

め ら れ る ス ギ ･ヒ ノ キ の 人 工 林 に お い て は 、 単 層 で あ る 森 林 を 広

葉 樹 等 と の 複 層 状 態 へ 誘 導 し 、 針 広 混 交 林 と な る よ う 、 適 切 な 伐

採 を 行 う 。  

こ の 森 林 の 区 域 と 整 備 ・ 保 全 の 考 え 方 を 表 １ -２ － 1 1 の と お り

定 め る 。  

イ   特に樹種の多様性増進を推進すべき森林  

地 形 条 件 、 林 道 の 整 備 状 況 、 所 有 形 態 等 の 自 然 的 、 経 済 的 、 社

会 的 条 件 か ら み て 、森 林 所 有 者 に よ る 適 正 な 森 林 施 業 の 困 難 性 が

認 め ら れ る 森 林 に お い て は 、 単 層 及 び 過 密 化 し た 森 林 を 、 活 力 の

あ る 多 様 性 に 富 ん だ 広 葉 樹 林 等 に な る よ う 、 適 切 な 伐 採 、 更 新 、

保 育 を 行 う 。  

こ の 森 林 の 区 域 と 整 備 ・ 保 全 の 考 え 方 を 表 １ -２ － 1 1 の と お り

定 め る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 16 - 
 

 

 

表 １ -２ -11 特 に 針 広 混 交 林 化・樹 種 の 多 様 性 増 進 を 推 進 す べ き 森 林 の

区 域 及 び 整 備 ・ 保 全 の 考 え 方  

種 類  森 林 の 整 備 ･保 全 の 考 え 方  

特 に 針 広 混 交 林 化

を 推 進 す べ き 森 林  

・ 伐 採 方 法 は 、 皆 伐 又 は 間 伐 を 原 則 と し 、 列 状 又 は 群

状 の 伐 採 を 基 本 と す る 。  

・ 伐 採 率 は 、 本 数 換 算 で お お む ね 40％ と し 、 本 数 換 算

で 3 5％ を 下 回 ら な い こ と と し 、 か つ 、 材 積 換 算 で お

お む ね 40％ を 上 回 ら な い こ と と す る 。  

 森 林 の 区 域   【 面 積 84 2. 90 ha】  

特 に 樹 種 の 多 様 性

増 進 を 推 進 す べ き

森 林  

・広 葉 樹 林 等 を 対 象 と す る 伐 採 方 法 は 、皆 伐 、択 伐 又 は

間 伐 と し 、 伐 採 率 は 、 材 積 換 算 で お お む ね 5 0％ 以 内

と す る 。  

・竹 林 を 対 象 と す る 伐 採 方 法 は 、皆 伐 に よ る 樹 種 転 換 を

原 則 と す る 。  

 森 林 の 区 域    【 面 積 1. 54 ha】  

 

 

(3) 竹 林 の取 扱 い  

放 置 さ れ た 竹 林 が 周 辺 の 森 林 や 農 地 に 拡 大 し て い る こ と か

ら 、 竹 林 の 取 扱 い を 表 １ -２ -12 の と お り 定 め る 。  

 

表 １ -２ -12 竹 林 の 取 扱 い  

管 理 の 目 的  整 備 ･保 全 の 考 え 方  

資 源 と し

て 整 備 、利

用  

  た け の こ 、 竹 材 の

生 産  

  生 産 目 的 に 合 わ せ た 適 正 管

理 を 推 進  

  生 産 、 流 通 、 加 工 体 制 の 整 備  

  利 用 技 術 の 開 発 、 バ イ オ マ ス

利 用  

  地 域 の 特 産 品 等 と し て の 活

用  

竹 林 と し

て で は な

く 、森 林 の

保 全 ･再 生

を 優 先  

  森 林 景 観 及 び 環 境

の 保 全  

  ふ れ あ い の 場 、 体

験 教 育 の 場 等 と し

て 活 用  

  防 災 機 能 等 の 確 保  

  竹 林 の 拡 大 防 止  

  伐 採 や 枯 殺 後 、 樹 種 転 換  

  ふ れ あ い 、 体 験 教 育 等 の 機 会

を 創 出  

  地 域 住 民 や N P O 等 と の 協 働 に

よ る 森 林 づ く り  
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第３  森林 施業 の 合理 化 に関 する 基 本方 針  

本 市 の 森 林 整 備 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 実 施 す る た め 、森 林 施 業 の

合 理 化 の 基 本 方 針 を 次 の と お り 定 め る 。  

 

１  森 林の 経 営 の 受 委 託 等に よ る 森 林の 施 業又 は経 営 の促 進  

森 林 の 経 営 に 関 し て 意 欲 と 実 行 力 を 有 し た 林 業 経 営 体 や 地 域 の

中 核 と な る 森 林 所 有 者 が 、周 辺 の 森 林 所 有 者 ら の 森 林 の 経 営 も 受 託

す る な ど し て 、面 的 に ま と ま っ た 森 林 を 対 象 に 、林 内 路 網 の 整 備 や

主 伐・再 造 林 、利 用 間 伐 な ど の 効 率 的 な 森 林 施 業 を 実 行 す る こ と に

対 し て 支 援 を す る 。  

 

２  森 林施 業の 共 同化 の 促進  

林 業 経 営 体 等 の 関 係 機 関 と 連 携 し 、小 流 域 内 の 森 林 所 有 者 間 の 調

整 及 び 合 意 形 成 を 図 り 、森 林 施 業 の 共 同 化 を 促 進 し ま す 。ま た 、森

林 経 営 計 画 の 作 成 や 、森 林 施 業 の 共 同 実 施 や 作 業 路 網 の 維 持 運 営 等

を 内 容 と す る 施 業 実 施 協 定 の 締 結 を 促 進 す る 。  

 

３  林 業に 従事 す る者 の 養成 及び 育 成 ･確 保  

効 率 的 な 木 材 生 産 を 図 る た め 、森 林 技 術 者 や 森 林 施 業 プ ラ ン ナ ー

等 の 人 材 を 育 成 し て い く 。  

ま た 、就 業 前 の 情 報 提 供 や 就 業 支 援 講 習 会 等 に よ り 新 規 就 業 の 促

進 を 図 る ほ か 、雇 用 環 境 の 改 善 や 労 働 安 全 の 向 上 に 関 す る 取 組 を 支

援 す る こ と に よ り 、 林 業 従 事 者 の 定 着 を 図 る 。  
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Ⅱ  森林整備の方法に関する事項  
 （ 法 第 1 0 条 の ５ 第 ２ 項 第 ２ ～ ４ 号 及 び 第 ６ ～ ８ 号 並 び に 第 ３ 項 第 １ ～ ３ 号 ）  
 

第１  伐採に 関す る事項 （ 法 第 10 条 の ５ 第 ２ 項 第 ２ 号 ）  

１  伐採の方 法  

(1) 立木竹の伐 採  

立 木 竹 の 伐 採 に つ い て 表 ２ -１ -１ の と お り 定 め る 。  

 

表 ２ -１ -１  立 木 竹 の 伐 採 の 方 法  

区 分  指 針  

主 伐  

（ 更 新 を 伴 う  

伐 採 ）  

皆

伐 

・ 主 伐 の う ち 、 択 伐 以 外 の も の 。  

・ 気 候 、 地 形 、 土 壌 等 の 自 然 的 条 件 及 び 公 益 的

機 能 の 確 保 の 必 要 性 を 踏 ま え 、次 の こ と に 配 慮

し て 行 う も の 。  

➢  適 切 な 伐 採 区 域 の 形 状  

➢  1 箇 所 あ た り の 伐 採 面 積 の 規 模  

➢  伐 採 区 域 の モ ザ イ ク 的 配 置  

・ 伐 採 面 積 の 規 模 に 応 じ て 、 少 な く と も お お む

ね 2 0ha ご と に 保 残 帯 を 設 け 、 適 確 な 更 新 を 図

る も の 。  

択

伐 
  主 伐 の う ち 、 伐 採 区 域 の 森 林 を 構 成 す る 立 木

の 一 部 を 伐 採 す る 方 法 で あ っ て 、 単 木 ・ 帯 状

又 は 樹 群 を 単 位 と し て 伐 採 区 域 全 体 で は お お

む ね 均 等 な 割 合 で 行 う も の 。  

  森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 維 持 増 進 が 図 ら れ

る 適 正 な 林 分 構 造 と な る よ う 、 一 定 の 立 木 材

積 を 維 持 増 進 す る も の と し 、 適 切 な 伐 採 率 に

よ っ て 実 施 す る も の 。  

  適 切 な 伐 採 率 と は 、 材 積 率 30％ 以 下 と す る 。

た だ し 、 伐 採 後 に 人 工 造 林 を 行 う 場 合 に は

40％ 以 下 と す る 。  

間 伐  

（ 更 新 を 伴 わ

な い 伐 採 ）  

立 木 間 の 競 争 が 生 じ 始 め た 森 林 に お い て 、 主 に 目 的

の 樹 種 の 一 部 を 伐 採 し て 行 う も の で あ っ て 、伐 採 後 、

一 定 の 期 間 内 に 林 冠 が 閉 鎖 す る も の 。  
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(2) 伐採（主伐 ）の標準的な 方法  

伐 採（ 主 伐 ）の 標 準 的 な 方 法 を 、表 ２ -１ -２ の と お り 定 め る 。  

 

表 ２ -１ -２  伐 採 （ 主 伐 ） の 標 準 的 な 方 法  

区 分  指   針  

共 通 事 項  適 正 な 伐 採 と は 、森 林 の 持 つ 多 面 的 機 能 を 持 続 的 に 発 揮 さ せ

る た め 、伐 採 に よ っ て 林 地 を 荒 ら さ ず 、伐 採 後 の 適 確 な 更 新 を

図 る も の を い う 。  

適 正 な 伐 採 を 行 う た め の 基 本 的 な 指 針 は 以 下 の と お り 。  

  伐 採 跡 地 に 接 す る 森 林 を 伐 採 す る 場 合 は 、 伐 採 跡 地 が 連 続 す

る こ と が な い よ う 、 周 辺 森 林 の 成 木 の 樹 高 程 度 の 幅 の 保 護 樹

帯 を 設 置 す る も の と す る 。  

  林 地 の 保 全 及 び 公 益 的 機 能 を 考 慮 し 、 １ 箇 所 当 た り の 伐 採 面

積 の 規 模 及 び 伐 採 箇 所 の 分 散 に 配 慮 す る も の と す る 。  

  伐 採 後 の 更 新 を 確 保 す る た め 、 あ ら か じ め 適 切 な 更 新 の 方 法

を 定 め 、 そ の 方 法 を 考 慮 し て 伐 採 を 行 う も の と す る 。  

  対 象 と す る 立 木 は 、 標 準 伐 期 齢 以 上 を 目 安 と し て 選 定 す る も

の と す る 。  

  野 生 生 物 の 営 巣 、餌 場 、隠 れ 場 と し て 重 要 な 空 洞 木 や 枯 損 木 、

目 的 樹 種 以 外 の 樹 種 で あ っ て も 目 的 樹 種 の 成 長 を 妨 げ な い も

の に つ い て は 保 存 に 努 め る も の と す る 。  

  主 伐 時 の 伐 採・搬 出 に あ た っ て は 、「 主 伐 時 に お け る 伐 採・搬

出 指 針 の 制 定 に つ い て 」（ 令 和 ３ 年 ３ 月 16 日 付 け ２ 林 整 整 第

115 7 号 林 野 庁 長 官 通 知 ）、「 静 岡 県 林 業 専 用 道・森 林 作 業 道 作

設 指 針 」 等 を 踏 ま え 、 林 地 保 全 等 に 努 め る も の と す る 。  

育 成 単 層

林  

育 成 単 層 林 に お け る 伐 採 は 、森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 を 損 な

う こ と な く 高 度 発 揮 さ せ る た め 、以 下 の 事 項 に 留 意 し 、実 施 す

る も の と す る 。  

  皆 伐 は 、 気 象 、 森 林 生 産 力 及 び 病 虫 獣 害 の 発 生 状 況 等 の 自 然

条 件 か ら み て 、 更 新 が 確 実 で あ る 森 林 に つ い て 行 う も の と す

る 。  

  更 新 の 方 法 を 天 然 更 新 と し て 行 う 伐 採 は 、 伐 採 区 域 の 形 状 、

母 樹 の 保 存 等 に つ い て 配 慮 し て 行 う 。 特 に ぼ う 芽 更 新 を 行 う

場 合 は 、優 良 な ぼ う 芽 を 促 す た め 、 1 1 月 か ら ３ 月 に 伐 採 す る

も の と す る 。  

  育 成 複 層 林 へ 誘 導 す る 伐 採 の 方 法 は 、材 積 率 70％ 以 下 の 伐 採

を 基 本 と す る 。 ま た 、 周 辺 の 森 林 の 状 況 等 に よ り 確 実 な 更 新

が 見 込 ま れ る 場 合 は 、小 規 模 な 面 積 に お い て 、材 積 率 70％ 以
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上 の 伐 採 も 行 え る も の と す る 。  

  伐 採 は 、 多 様 な 木 材 需 要 に 対 応 で き る よ う 、 地 域 の 森 林 構 成

等 を 踏 ま え 、 樹 種 及 び 林 齢 等 の 多 様 化 、 長 期 化 に 考 慮 し て 行

う も の と す る 。  

  林 地 の 保 全 、 落 石 等 の 防 止 、 寒 風 害 等 の 各 種 被 害 の 防 止 及 び

風 致 の 維 持 等 の た め 、 必 要 に 応 じ 保 護 樹 帯 を 設 置 す る も の と

す る 。  

育 成 複 層

林  

育 成 複 層 林 に お け る 伐 採 は 、森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 を 損 な

う こ と な く 高 度 に 発 揮 さ せ る た め 、以 下 の 事 項 に 留 意 し 、実 施

す る も の と す る 。  

  伐 採 の 方 法 は 、 材 積 率 70％ 以 下 の 伐 採 を 基 本 と す る 。 ま た 、

周 辺 の 森 林 の 状 況 等 に よ り 確 実 な 更 新 が 見 込 ま れ る 場 合 に

は 、小 規 模 な 面 積 に お い て 、材 積 率 70％ 以 上 の 伐 採 も 行 え る

も の と す る 。  

  た だ し 、 施 業 種 を 「 択 伐 に よ る 複 層 林 」 と し た 区 域 に お い て

は 、 下 記 の と お り と す る 。  

ア  伐 採 後 に 人 工 造 林 を 行 う 択 伐 の 場 合 は 、 伐 採 率 は 40％

（ 材 積 率 ） を 上 限 と す る 。  

イ  伐 採 後 に 天 然 更 新 を 行 う 択 伐 の 場 合 は 、母 樹 の 保 存 、種

子 の 結 実 や 飛 散 状 況 等 を 考 慮 し て 伐 採 率 を 決 め る も の と

し 、 伐 採 率 は 3 0％ （ 材 積 ） を 上 限 と す る 。 隣 接 し て 広 葉

樹 林 が 残 存 し て い る 森 林 等 は 、天 然 下 種 更 新 に よ り 広 葉 樹

を 導 入 す る こ と も 考 慮 す る も の と す る 。  

天 然 生 林  •主 伐 に あ た っ て は 、 育 成 単 層 林 及 び 育 成 複 層 林 の 項 目 に 準 ず

る 。  

※ 用 語 説 明  

・ 育 成 単 層 林 ： 森 林 を 構 成 す る 林 分 を 皆 伐 に よ り 伐 採 し 、 単 一 の 樹 冠 層

を 構 成 す る 森 林 と し て 人 為 に よ り 成 立 さ せ 、 維 持 さ れ る

森 林 。 例 え ば 、 植 栽 に よ る ス ギ ・ ヒ ノ キ か ら な る 森 林 。  

・育 成 複 層 林：森 林 を 構 成 す る 林 分 を 択 伐 等 に よ り 伐 採 し 、複 数 の 樹 冠 層 を

構 成 す る 森 林 と し て 人 為 に よ り 成 立 さ せ 、 維 持 さ れ る 森 林 。

例 え ば 、 針 葉 樹 を 上 木 と し 、 広 葉 樹 を 下 木 と す る 森 林 。  

・天 然 生 林  ：主 と し て 天 然 力 を 活 用 す る こ と に よ り 成 立 さ せ 、維 持 さ れ る

森 林 。 例 え ば 天 然 更 新 に よ る 、 シ イ ・ カ シ 等 か ら な る 森 林 。

な お 、「 主 と し て 天 然 力 を 活 用 」 と は 、 自 然 に 散 布 さ れ た 種

子 が 発 芽 し て 樹 木 が 生 育 す る こ と 又 は ぼ う 芽 に よ り 樹 木 が

生 育 す る こ と を 指 す 。  

 



- 21 - 
 

 

 

２  標準伐期 齢  

主 要 樹 種 の 標 準 伐 期 齢 を 表 ２ -１ -３ の と お り 定 め る 。  

な お 、 立 木 の 標 準 伐 期 齢 は 、 地 域 の 標 準 的 な 立 木 の 伐 採 （ 主 伐 ）

の 時 期 に 関 す る 指 標 、制 限 林 の 伐 採 規 制 等 に 用 い ら れ る も の で あ り 、

標 準 伐 期 齢 以 上 を も っ て 伐 採 を 義 務 付 け る も の で は な い 。  

 

表 ２ -１ -３  標 準 伐 期 齢  

地 区  

樹 種 （ 林 齢 ）  

ス ギ  ヒ ノ キ  マ ツ  
テ ー ダ  

マ ツ  

そ の 他  

針 葉 樹  

コ ナ ラ  

ク ヌ ギ  

そ の 他  

広 葉 樹  

全 域  40  45  35  30  50  15  25  

※  マ ツ は 、 ク ロ マ ツ 及 び ア カ マ ツ を 指 す 。  

 

３  その他必 要 な 事項  

高 齢 級 の テ ー ダ マ ツ に つ い て は 、風 倒 害 の リ ス ク を 考 慮 し 、必 要

に 応 じ て 伐 採 を 検 討 す る 。  
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第２  造林に 関す る事項 （ 法 第 10 条 の ５ 第 ２ 項 第 ３ 号 ）  

１  人工造林 に関 する事項  

(1) 人工造林の 対象樹種  

適 地 適 木 を 旨 と し て 、 表 ２ -２ -１ の と お り 定 め る 。  

 

表 ２ -２ -１  人 工 造 林 の 対 象 樹 種  

人 工 造 林 の 対 象 樹 種  

ス ギ 、ヒ ノ キ 、ク ロ マ ツ 、ア カ マ ツ 、テ ー ダ マ ツ 、ク ヌ ギ 、コ ナ ラ 、ケ ヤ

キ  

※ １  ス ギ 、ヒ ノ キ 等 の 苗 木 の 選 定 に あ た っ て は 、成 長 に す ぐ れ た エ リ

ー ト ツ リ ー の 苗 木 や 花 粉 症 対 策 に 資 す る 苗 木 の 増 加 に 努 め る も の

と す る 。  

※ ２  ク ロ マ ツ を 植 栽 す る 場 合 は 、マ ツ ノ ザ イ セ ン チ ュ ウ に 対 す る 抵 抗

力 が 認 め ら れ た も の が 望 ま し い 。  

※ ３  定 め ら れ た 植 栽 樹 種 以 外 の 樹 種 を 植 栽 し よ う と す る 場 合 は 、市 の

農 林 振 興 課 （ 森 林 ・ 林 業 担 当 ） と 相 談 の 上 、 適 切 な 樹 種 を 選 択 す る

も の と す る 。  

※ ４  テ ー ダ マ ツ の 植 栽 に お い て は 、風 倒 害 の リ ス ク が 高 い 場 所 や 、貴

重 な 動 植 物 ・ 生 態 系 が 確 認 さ れ て い る 場 所 を 避 け る こ と 。  

 

(2) 人工造林の 標準的な方法  

ア  人工造林 の標 準的な植栽本 数  

人 工 造 林 の 植 栽 本 数 を 、 表 ２ -２ -２ に 定 め る 。  

 

表 ２ -２ -２  人 工 造 林 の 標 準 的 な 植 栽 本 数  

樹 種  仕 立 て の 方 法  
標 準 的 な 植 栽 本 数（ 本

/ha）  
備 考  

ス ギ  中 仕 立 て  3,0 00～ 3, 500 本 /h a  

 疎 仕 立 て  2,0 00 本 / ha   

ヒ ノ キ  中 仕 立 て  3,0 00～ 3, 500 本 /h a  

 疎 仕 立 て  2,0 00 本 / ha   

テ ー ダ マ ツ  中 仕 立 て  2,5 00 本 / ha   

マ ツ  中 仕 立 て  3,0 00 本 / ha    

広 葉 樹  中 仕 立 て  3,0 00 本 / ha   
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※ １  マ ツ は 、 ク ロ マ ツ 及 び ア カ マ ツ を 指 す 。  

※ ２  標 準 的 な 植 栽 本 数 の 上 限 を 超 え る 本 数 を 植 栽 し よ う と す る 場

合 は 、市 の 農 林 振 興 課（ 森 林・林 業 担 当 ）と 相 談 の 上 、適 切 な 植 栽

本 数 を 決 定 す る も の と す る 。  

※ ３  現 地 状 況 や 地 形 等 を 考 慮 し 、上 記 の 本 数 で の 植 栽 が 困 難 な 場 合

に は 、 1 ,0 00 本 / ha を 下 限 の 目 安 と し 、 更 新 が 確 保 で き る 範 囲 内 で

植 栽 本 数 を 減 じ る こ と が で き る 。た だ し 、こ の 場 合 に も 、市 の 農 林

振 興 課（ 森 林・林 業 担 当 ）と 相 談 の 上 、適 切 な 植 栽 本 数 を 決 定 す る

も の と す る 。  

 

イ  人工造林 の標 準 的な方法  

人 工 造 林 の 標 準 的 な 方 法 を 、 表 ２ -２ -３ に 定 め る 。  

な お 、人 工 造 林 の 実 施 に あ た っ て は 、コ ン テ ナ 苗 の 活 用 や 伐

採 と 造 林 を 連 続 し て 行 う 一 貫 作 業 シ ス テ ム の 導 入 等 の 効 率 的

な 造 林 、成 長 に 優 れ た エ リ ー ト ツ リ ー の 苗 木 の 活 用 や 低 密 度 植

栽 な ど に よ る 「 低 コ ス ト 主 伐 ・再 造 林 」を 推 進 す る 。ま た 、花

粉 の 少 な い 森 林 へ の 転 換 を 図 る た め 、少 花 粉 ス ギ 等 花 粉 症 対 策

に 資 す る 苗 木 の 増 加 に 努 め る も の と す る 。  

 

表 ２ -２ -３  人 工 造 林 の 標 準 的 な 方 法  

区 分  
標 準 的 な 方 法  

育 成 単 層 林  育 成 複 層 林  

地 拵 え  

  植 栽 の 支 障 と な ら な い

よ う に 伐 採 木 及 び 枝 条

等 を 整 理 す る 。  

  気 象 害 や 林 地 の 保 全 に

配 慮 す る 必 要 が あ る 場

合 に は 筋 置 に す る な ど

の 点 に 留 意 す る 。  

－  

更 新  

  原 則 と し て 植 栽 と す る 。 

  植 付 け は 、気 象 そ の 他 の

立 地 条 件 及 び 地 域 の 標

準 的 な 方 法 を 考 慮 し て

方 法 を 定 め 、適 期 に 実 施

す る 。  

  原 則 と し て 樹 下 植 栽 と す る 。  

  隣 接 し て 広 葉 樹 林 が 残 存 し て

い る 場 合 に は 、周 辺 林 地 か ら の

種 子 供 給 等 に よ る 天 然 下 種 更

新 を 考 慮 す る こ と が で き る 。  

  植 栽 す る 本 数 は 、表 ２ -２ -２ に

示 す 標 準 的 な 植 栽 本 数 に 、上 層

木 の 立 木 の 伐 採 率 を 乗 じ た 本

数 以 上 と す る よ う 留 意 す る 。  
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(3) 伐採跡地の 人工造林をす べき 期間  

人 工 造 林 に よ り 更 新 を 図 る 森 林 の 伐 採 跡 地 に お い て は 、森 林

の 多 面 的 機 能 の 維 持 及 び 早 期 回 復 を 図 る た め 、表 ２ -２ -４ に 定

め る 期 間 内 に お い て 更 新 を 完 了 す る も の と す る 。  

 

表 ２ -２ -４  伐 採 跡 地 の 人 工 造 林 を す べ き 期 間  

区 分  伐 採 跡 地 の 人 工 造 林 を す べ き 期 間  

皆 伐  
伐 採 が 終 了 し た 日 を 含 む 年 度 の 翌 年 度 の 初 日

か ら 起 算 し て ２ 年 以 内  

択 伐  

（ 伐 採 率 4 0％ 以 下 ） 

伐 採 が 終 了 し た 日 を 含 む 年 度 の 翌 年 度 の 初 日

か ら 起 算 し て ５ 年 以 内  

 

２  天然更新 に関 する事項  

天 然 更 新 は 、 前 生 稚 樹 の 育 成 状 況 、 母 樹 の 存 在 な ど 森 林 の 現 況 、

気 候 、地 形 、土 壌 等 の 自 然 的 条 件 、林 業 技 術 体 系 等 か ら み て 、主 と

し て 天 然 力 の 活 用 に よ り 適 確 な 更 新 が 図 ら れ る 森 林 に お い て 行 う 。 

(1) 天然更新対 象樹種  

天 然 更 新 の 対 象 樹 種 を 表 ２ -２ -５ の と お り 定 め る 。  

 

表 ２ -２ -５  天 然 更 新 対 象 樹 種  

天 然 更 新 対 象 樹 種  

天 然 更 新 対 象 樹 種  ス ギ 、 ヒ ノ キ 、 ア カ マ ツ 、 ク ロ マ ツ 、 テ ー ダ マ

ツ 、 カ ラ マ ツ 、 モ ミ 、 ヤ シ ャ ブ シ ・ ハ ン ノ キ 類 、

シ デ 類 、 カ ン バ 類 、 ク リ 、 ナ ラ ・ カ シ ・ シ イ 類 、

ム ク ノ キ 、 エ ノ キ 、 ケ ヤ キ 、 ク ス ノ キ 、 シ ロ ダ

モ 、 ヤ ブ ニ ッ ケ イ 、 タ ブ ノ キ 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ

ウ 、 キ ハ ダ 、 ヤ マ ボ ウ シ 、 ミ ズ キ 、 ホ オ ノ キ 、

サ ク ラ 類 、 ネ ム ノ キ 、 ア カ メ ガ シ ワ 、 ウ ル シ 類 、

カ エ デ 類 、 イ イ ギ リ 、 リ ョ ウ ブ 、 エ ゴ ノ キ 、 ア

オ ダ モ 、 ク サ ギ 、 オ ニ グ ル ミ 、 カ ツ ラ 、 ク ロ ガ

ネ モ チ 、 ハ リ ギ リ 、 ヒ メ シ ャ ラ  

 

ぼ う 芽 に よ る 更

新 が 可 能 な 樹 種  

イ ヌ シ デ 、 ク リ 、 ナ ラ ・ カ シ ・ シ イ 類 、 ケ ヤ キ 、

ヤ ブ ニ ッ ケ イ 、 タ ブ ノ キ 、 ホ オ ノ キ 、 サ ク ラ 類 、

カ エ デ 類 、 エ ゴ ノ キ 、 ア オ ダ モ 、 カ ツ ラ 、 ク ロ

ガ ネ モ チ  
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※  「 ぼ う 芽 に よ る 更 新 が 可 能 な 樹 種 」 の 欄 に あ っ て も 、 更 新 が 完 了

し て い な い 若 齢 の 広 葉 樹 林 や 大 径 木 化 し た 広 葉 樹 二 次 林 （ 根 元 直 径

40 ㎝ 以 上 、 お お む ね 林 齢 8 0 年 生 以 上 ） は 、 ぼ う 芽 に よ る 更 新 が 可

能 な 樹 種 に は 含 め な い も の と す る 。  

 

(2) 天然更新の 標準的な方法  

天 然 更 新 の 標 準 的 な 方 法 を 表 ２ -２ -６ に 定 め 、天 然 更 新 す べ

き 立 木 の 期 待 成 立 本 数 を 表 ２ -２ -７ に 定 め る 。  

ま た 、天 然 更 新 に 当 た っ て は 、必 要 に 応 じ て 表 ２ -２ -８ に 定

め る 天 然 更 新 補 助 作 業 を 実 施 す る も の と す る 。併 せ て 、シ カ 等

の 食 害 が 予 測 さ れ る 地 域 で は 、必 要 に 応 じ て 防 護 柵 等 に よ る 食

害 防 止 対 策 を 実 施 す る も の と す る 。  

 

表 ２ -２ -６  天 然 更 新 の 標 準 的 な 方 法  

区 分  標 準 的 な 方 法  

天 然 下 種 更

新  

種 子 が 自 然 に 落 下 し て 発 芽 、 成 長 す る こ と で 図 ら れ る

更 新 。  

天 然 下 種 更 新 は 、 周 辺 の 母 樹 の 状 況 を 把 握 し た 上 で 行

い 、 状 況 に 応 じ て 、 地 表 処 理 、 刈 出 し 、 植 込 み 等 の 天

然 更 新 補 助 作 業 を 行 う こ と と す る 。  

ぼ う 芽 更 新  

根 株 か ら の 発 芽（ ぼ う 芽 ）、成 長 に よ っ て 図 ら れ る 更 新 。 

ぼ う 芽 の 発 生 状 況 等 を 考 慮 し 、 必 要 に 応 じ て 、 芽 か き

又 は 植 込 み を 行 う こ と と す る 。  

 

表 ２ -２ -７  天 然 更 新 す べ き 立 木 の 期 待 成 立 本 数  

区 分  本 数  

期 待 成 立 本 数  6,0 00 本 / ha  
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表 ２ -２ -８  天 然 更 新 補 助 作 業  

補 助 作 業  標 準 的 な 方 法  

地 表 処 理  

サ サ や 粗 腐 植 の 堆 積 等 に よ り 、 天 然 下 種 更 新 が 阻 害 さ

れ て い る 箇 所 に お い て 、 か き 起 こ し や 枝 条 整 理 等 を 行

う 。  

刈 出 し  

サ サ な ど の 下 層 植 生 に よ っ て 、 天 然 に 発 生 し た 稚 樹 の

生 育 が 阻 害 さ れ て い る 箇 所 に お い て 、 下 草 刈 り や 清 掃

作 業 を 行 う 。  

植 込 み  
天 然 に 発 生 し た 稚 樹 の 生 育 状 況 等 を 考 慮 し 、 天 然 更 新

の 不 十 分 な 箇 所 に お い て は 、 必 要 な 本 数 を 植 栽 す る 。  

芽 か き  

（ ぼ う 芽 整 理 ） 

ぼ う 芽 の 優 劣 が 明 ら か と な る 頃 に 、 根 又 は 地 際 部 か ら

発 生 し て い る ぼ う 芽 を 1 株 当 た り の 仕 立 て 本 数 ４ ～ ５

本 を 目 安 と し て ぼ う 芽 整 理 を 行 う 。  

２ 回 目 は ４ 年 目 に 実 施 し 、 １ 株 当 た り の 仕 立 て 本 数 は

２ ～ ３ 本 と す る 。  

 

(3) 伐採跡地の 天然更新をす べき 期 間  

森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 発 揮 の た め に は 、 伐 採 跡 地 を 早 期

に 森 林 に 回 復 す る 必 要 が あ る 。そ の た め 、天 然 更 新 を 図 る 森 林

に お い て は 、伐 採 が 終 了 し た 日 を 含 む 年 度 の 翌 年 度 の 初 日 か ら

起 算 し て ５ 年 以 内 に 、 天 然 更 新 を 完 了 さ せ る も の と す る 。  

 

(4) 天然更新完 了の確認  

天 然 更 新 を 図 る 森 林 に お い て は 、 皆 伐 後 ５ 年 以 内 に 静 岡 県 天

然 更 新 完 了 基 準 に 基 づ き 、次 に 定 め る 手 順 に よ り 更 新 状 況 の 確 認

調 査 を 行 う 。  

ア  確認調査 の方 法  

・ 調 査 の 時 期 は 、 伐 採 後 ５ 年 以 内 と す る 。  

・調 査 方 法 と し て は 、ま ず 目 視 に よ っ て 基 準 を 満 た し て い る か

を 判 断 す る 。  

・ 明 ら か に 基 準 を 満 た し て い る と の 判 断 が つ か な い 場 合 に は 、

プ ロ ッ ト 調 査 を 行 う 。  

・プ ロ ッ ト 調 査 の 内 容 は 、天 然 更 新 す べ き 立 木 の 樹 種 名 と 本 数

と す る 。  

・ プ ロ ッ ト の 設 定 方 法 は 、 以 下 の と お り と す る 。  

・ プ ロ ッ ト の 大 き さ は ５ ｍ ×５ ｍ (25 ㎡ ) と し 、 ２ 箇 所 以 上 設

け る 。  

・プ ロ ッ ト は 、対 象 地 の 地 形 や 植 生 等 を 考 慮 の 上 、平 均 的 な 箇
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所 を 選 択 す る 。  

・対 象 地 の 後 継 樹 の 発 生 状 況 が 均 一 で な い 場 合 は 、区 分 け し て

調 査 す る こ と が で き る 。（ 後 継 樹 と は 、 植 栽 木 、 天 然 下 種 等

に よ り 発 生 す る 稚 樹・ぼ う 芽 枝 の う ち 将 来 の 森 林 の 樹 冠 を 構

成 す る 樹 種 を 指 す 。）  

 

イ  天然更新 の完 了基準  

天 然 更 新 の 完 了 基 準 を 表 ２ -２ -９ の と お り 定 め る 。  

表 ２ -２ -９  天 然 更 新 の 完 了 基 準  

項 目  基 準  

完 了 の 基 準  

・ 天 然 更 新 す べ き 立 木 （ 表 ２ -２ -５ で 定 め る 樹

種 で 樹 高 が ２ ｍ 以 上 の も の ） の 本 数 が 、 期 待

成 立 本 数 の ３ 割 以 上 で 、 か つ 均 等 に 生 育 し て

い る 状 態 で あ る 。  

・ プ ロ ッ ト 調 査 に お い て は 、 す べ て の プ ロ ッ ト

が 基 準 を 満 た し て い る 。  

天 然 更 新 す べ

き 立 木 の 本 数

の 下 限 値  

・ 期 待 成 立 本 数 の ３ 割 （ ＝ 1 ,80 0 本 / ha）  

・ た だ し 、 気 象 や 土 壌 等 の 条 件 に よ り 、 上 記 基

準 を 適 用 す る こ と が 明 ら か に 困 難 な 場 合 は 、

伐 採 前 の 森 林 や 周 辺 の 森 林 を 参 考 に し て 、

1,0 00 本 / ha を 下 限 と す る こ と が で き る 。  

 

ウ  基準を満 たし ていない場合 の対 応  

確 認 調 査 の 結 果 、 天 然 更 新 の 完 了 基 準 を 満 た し て い な い 場

合 に は 、伐 採 が 終 了 し た 日 を 含 む 年 度 の 翌 年 度 の 初 日 か ら 起 算

し て ７ 年 以 内 に 、天 然 更 新 補 助 作 業 を 実 施 し て 天 然 更 新 を 完 了

さ せ る 又 は 植 栽 を 行 う も の と す る 。  
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３  植栽によ らな ければ適確な 更新 が困難な森林 に関 する事項  

(1)  植栽によらな けれ ば適確な更新 が困 難な森 林の基 準  

天 然 更 新 に 必 要 な 母 樹 や ぼ う 芽 更 新 に 適 し た 立 木 の 有 無 、 林

床 の 状 況 、 病 虫 獣 害 な ど の 被 害 の 発 生 状 況 、 既 往 の 主 伐 箇 所 に

お け る 更 新 状 況 、 そ の 他 の 自 然 条 件 及 び 森 林 の 早 期 回 復 に 対 す

る 社 会 的 要 請 等 を 考 慮 し て 、 伐 採 後 の 適 確 な 天 然 更 新 が 期 待 で

き な い と 認 め ら れ 、 植 栽 に よ ら な け れ ば 適 確 な 更 新 が 困 難 な 森

林 の 基 準 を 次 の と お り 定 め る 。  

  針 葉 樹 人 工 林 で あ る 。  

  母 樹 と な り う る 高 木 性 の 広 葉 樹 林 が 更 新 対 象 地 よ り も 斜 面

上 方 に 存 在 し な い 。（ 堅 果 を 持 つ 更 新 樹 種 に よ る 天 然 下 種

（ 重 力 散 布 ） が 期 待 で き な い 。）  

  周 囲 100m 以 内 に 広 葉 樹 林 が 存 在 し な い 。  

  林 床 に 更 新 樹 種 が 存 在 し な い 。  

（ 過 密 状 態 に あ る 森 林 、シ カ 等 に よ る 食 害 が 激 し い 森 林 等 ） 

  表 ２ -２ —５ に 示 す 天 然 更 新 対 象 樹 種 の 種 子 の 供 給 の 具 体 性

及 び 稚 樹 の 存 在 の 有 無 、 萌 芽 更 新 の 確 実 性 、 鳥 獣 に よ る稚

樹 の 食 害 の お そ れ が あ る 場 合 の 獣 害 防 止 対 策 な ど 、 伐 採後

５ 年 以 内 に 天 然 更 新 が 達 成 す る と 見 込 ま れ る 具 体 的 な 計画

が 無 い 場 合 。  

 

(2)  植栽によらな けれ ば適確な更新 が困 難な森林の所 在  

３ (1)の 基 準 に よ り 、そ の 存 在 が 明 ら か な 森 林 を「 植 栽 に よ ら

な け れ ば 適 確 な 更 新 が 困 難 な 森 林 の 所 在 」 と し て 表 ２ -２ -10 に

定 め る 。  

ま た 、 表 ２ -２ —10 以 外 の 森 林 に お い て も 、 5ha 以 上 の 皆 伐 予

定 地 で 、 (1)の 基 準 に 該 当 す る 場 合 は 、 植 栽 を 原 則 と す る 。  

 

表 ２ -２ -10 植 栽 に よ ら な け れ ば 適 確 な 更 新 が 困 難 な 森 林 の 所 在  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森 林 の 区 域  面 積 ( ha )  備 考  

60～ 87 林 班  1,8 21 .8 2  針 葉 樹 人 工 林  

89～ 1 02 林 班  1,0 30 .0 9  〃  
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４  森林法第 10 条の９第４項 の伐 採の中止又は 造林 の命令の基準  

法 第 10 条 の ９ 第 ４ 項 の 規 定 に 基 づ く 伐 採 の 中 止 又 は 造 林 の 命 令

の 基 準 を 次 の と お り 定 め る 。  

(1) 更新にかか る対象樹種  

法 第 10 条 の ９ 第 ４ 項 の 規 定 に 基 づ く 造 林 の 命 令 を 受 け た 者 は 、

次 に 定 め る 樹 種 を 植 栽 す る も の と す る 。  

ア  人工造林 の場 合  

表 ２ -２ -１ に 定 め る 樹 種 と し 、 表 ２ -２ -11 に 再 掲 す る 。  

イ  天然更新 の場 合  

表 ２ -２ -５ に 定 め る 樹 種 と し 、 表 ２ -２ -11 に 再 掲 す る 。  

表 ２ -２ -11 更 新 に か か る 対 象 樹 種  

更 新 方 法  対 象 樹 種  

人 工 造 林  
ス ギ 、 ヒ ノ キ 、 ク ロ マ ツ 、 ア カ マ ツ 、 テ ー ダ マ ツ 、 ク

ヌ ギ 、 コ ナ ラ 、 ケ ヤ キ  

天 然 更 新  

ス ギ 、 ヒ ノ キ 、 ア カ マ ツ 、 ク ロ マ ツ 、 テ ー ダ マ ツ 、 カ

ラ マ ツ 、 モ ミ 、 ヤ シ ャ ブ シ ・ ハ ン ノ キ 類 、 シ デ 類 、 カ

ン バ 類 、 ク リ 、 ナ ラ ・ カ シ ・ シ イ 類 、 ム ク ノ キ 、 エ ノ

キ 、 ケ ヤ キ 、 ク ス ノ キ 、 シ ロ ダ モ 、 ヤ ブ ニ ッ ケ イ 、 タ

ブ ノ キ 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 、 キ ハ ダ 、 ヤ マ ボ ウ シ 、 ミ

ズ キ 、ホ オ ノ キ 、サ ク ラ 類 、ネ ム ノ キ 、ア カ メ ガ シ ワ 、

ウ ル シ 類 、カ エ デ 類 、イ イ ギ リ 、リ ョ ウ ブ 、エ ゴ ノ キ 、

ア オ ダ モ 、 ク サ ギ 、 オ ニ グ ル ミ 、 カ ツ ラ 、 ク ロ ガ ネ モ

チ 、 ハ リ ギ リ 、 ヒ メ シ ャ ラ  

 

(2) 生育し得る 最大の立木の 本数 として想定さ れる 本数  

生 育 し 得 る 最 大 の 立 木 の 本 数 は 、 6,000 本 /ha と す る 。  
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第 ３  保育・ 間伐 に関する事項 （ 法 第 10 条 の ５ 第 ２ 項 第 ４ 号 ) 

保 育 及 び 間 伐 は 、 森 林 の 立 木 の 生 育 の 促 進 、 林 分 の 健 全 化 及 び 利

用 価 値 の 向 上 を 図 る た め に 実 施 す る も の と し 、 そ の 標 準 的 な 方 法 等

を 次 の と お り 定 め る 。  

 

１  保育の作 業種 別の標 準的な 方法  

保 育 の 作 業 種 と そ の 標 準 的 な 方 法 を 表 ２ -３ -１ の と お り 定 め る 。 

表 ２ -３ -１  保 育 の 標 準 的 な 方 法  

種 類  樹 種  実 施 林 齢 及 び 時 期 等  

下 刈  
ス ギ  

ヒ ノ キ  

林 齢： 10 年 生 ま で の う ち 、下 草 が 繁 茂 し 造 林 木

の 成 長 を 著 し く 阻 害 す る 時 に 実 施  

時 期 ： 6～ 7 月 頃 を 目 安  

つ る 切 り  
ス ギ  

ヒ ノ キ  

林 齢 ： つ る が 繁 茂 す る 状 況 に 応 じ て 実 施  

時 期 ： 下 刈 及 び 除 伐 時  

除 伐  
ス ギ  

ヒ ノ キ  

時 期 ： 下 刈 り 終 了 後 に 、育 成 目 的 樹 種 と そ れ 以

外 の 樹 種 と の 競 合 が 始 ま っ た 時  

枝 打 ち  
ス ギ  

ヒ ノ キ  

林 齢 ： 枝 下 直 径 が 7cm に な っ た 時 に 実 施  

方 法 ： 直 径 5～ 6 cm の と こ ろ ま で 実 施  

「 目 標 と す る 材 長 ＋ 0 .5 m」の 高 さ ま で 実 施  

時 期 ： 11 月 ～ 2 月 上 旬 頃  

そ の 他  ―  
造 林 地 の 野 生 動 物 に よ る 食 害 対 策 と し て 、忌 避

剤 の 塗 布 や 防 護 柵 の 設 置 等 を 実 施  

 

２  間伐を実 施す べき標準的な 林齢 及び標準的な 間伐 の方法  

間 伐 は 、「 新 ・ シ ス テ ム 収 穫 表 ※ 1」 を 利 用 し 、 表 ２ -３ -２ に 示 す

指 針 に 従 っ て 実 施 す る 。  

表 ２ -３ -２  間 伐 の 標 準 的 な 方 法  

項 目  指 針  

間 伐 の 時 期  

  間 伐 の 時 期 は 、 林 木 の 樹 冠 が 閉 鎖 し て 、 林 木 相 互 の

競 争 が 生 じ 始 め た 時 と す る 。 林 木 の 樹 冠 閉 鎖 の 目 安

は 樹 冠 疎 密 度 10 分 の ８ 以 上 と す る 。  

  間 伐 を 行 う べ き 立 木 の 混 み 具 合 を 表 す 指 標 と し て

「 収 量 比 数 （ R y） ※ ２ 」 を 用 い る も の と し 、 そ の 値 を

表 ２ -３ -３ に 定 め る 。  

  平 均 的 な 間 伐 の 実 施 時 期 の 間 隔 の 年 数 を 表 ２ -３ -４

に 定 め る 。  
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間 伐 率  

間 伐 回 数  

  間 伐 率 と 回 数 は 、「 新・シ ス テ ム 収 穫 表 」を 用 い て 林

分 の 健 全 性 保 持 と 生 産 目 標 へ の 誘 導 が 可 能 と な る 割

合 と 回 数 を 算 出 し 、 現 地 状 況 を 考 慮 し て 定 め る 。  

  材 積 に よ る 伐 採 率 の 上 限 は 35 %を 標 準 と す る 。  

  ５ 年 後 に 樹 冠 疎 密 度 が 10 分 の ８ 以 上 に 回 復 す る こ と

が 確 実 で あ る と 認 め ら れ る 範 囲 内 と す る 。  

選 木 の 方 法  

  選 木 の 方 法 は 、 森 林 の 整 備 ・ 保 全 の 目 標 と 森 林 の 状

況 に 応 じ て 、 定 性 間 伐 や 列 状 間 伐 等 、 最 も 適 切 な 方

法 を 選 択 す る 。  

  保 育 期 の 間 伐 は 、 被 圧 木 、 二 又 な ど の 不 良 木 、 あ ば

れ 木 等 を 選 定 す る こ と を 原 則 と す る が 、 均 等 な 立 木

密 度 が 得 ら れ る よ う 残 存 木 の 配 置 に も 配 慮 す る 。  

  ８ 齢 級 以 上 の 間 伐 は 、 利 用 可 能 な 森 林 資 源 の 活 用 の

観 点 か ら 、 上 層 木 や 中 層 木 も 対 象 と す る 。  

そ の 他  

  利 用 可 能 な 森 林 資 源 の 活 用 を 図 る た め 、 間 伐 材 の 搬

出 を 推 進 す る 。  

  地 形 上 、 風 衝 地 と な り 得 る 場 所 に お い て は 、 風 倒 害

に 留 意 し て 間 伐 を 行 う 。  

※ １  「 新 ・シ ス テ ム 収 穫 表 」と は 、静 岡 県 農 林 技 術 研 究 所 森 林・ 林 業

研 究 セ ン タ ー が 作 成 し た ス ギ・ヒ ノ キ 人 工 林 の 収 穫 予 測 を 行 う プ ロ

グ ラ ム （ エ ク セ ル フ ァ イ ル ）。 樹 種 、 林 齢 、 h a 当 た り 本 数 、 地 位 、

間 伐 時 期 を 入 力 す る こ と に よ り 、簡 単 に 収 穫 予 測 を 行 う こ と が で き

る 。プ ロ グ ラ ム は 、静 岡 県 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド で き る 。

「 新 ・ シ ス テ ム 収 穫 表 」 に よ る 試 算 の 一 例 は 下 表 の と お り 。  

＜ 「 新 ・ シ ス テ ム 収 穫 表 」 に よ る 試 算 の 一 例 ＞  

年 生  施 業  

本 数  

伐 採

率  

伐 採 後 本

数  

(本 / h a )  

伐 採 後

収 量 比

数 ( R y )  

平 均 胸

高 直 径

( c m )  

伐 採 材

積  

(㎥ / h a )  

備 考  

1 5  下 層 間 伐  2 5 %  2 , 0 6 1  0 . 7  1 0 . 8  1 1   

2 5  下 層 間 伐  3 6 %  1 , 3 1 8  0 . 7  1 5 . 1  3 7   

4 0  下 層 間 伐  3 2 %  8 9 8  0 . 7  2 0 . 6  5 3   

5 5  上 層 間 伐  2 2 %  6 9 8  0 . 6  2 3 . 4  9 0   

7 0  上 層 間 伐  2 0 %  5 5 2  0 . 6  2 8 . 0  1 0 3   

9 0  皆 伐  1 0 0 %    3 4 . 5  4 6 2   

※  樹 種 ヒ ノ キ 、 1 5 年 生 時 立 木 本 数 2 , 7 5 0 本 / h a、 地 位 Ⅲ の 条 件 で 、 長

伐 期 施 業 （ 9 0 年 生 を 伐 期 ） と し た 場 合  

※ ２  「 収 量 比 数 （ R y）」 と は 、 そ の 時 期 の 森 林 が 蓄 え る こ と が で き る

最 大 量 の 幹 材 積 に 対 す る 実 際 の 幹 材 積 の 割 合 の こ と で 、間 伐 の 時 期

や 間 伐 率 を 決 め る 時 に 用 い る 。間 伐 を 行 う と 収 量 比 数 が 下 が り 、そ

の 後 再 び １ に 近 づ い て い く 。  
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表 ２ -３ -３  収 量 比 数  

樹 種  収 量 比 数  

ス ギ  0.8 5  

ヒ ノ キ  0.8 5  

 

 表 ２ -３ -４  平 均 的 な 間 伐 の 実 施 時 期 の 間 隔  

区 分  間 伐 の 実 施 時 期 の 間 隔  

標 準 伐 期 齢

未 満  
10 年  

標 準 伐 期 齢

以 上  
15 年  

 

 

 

３  計画期間 内に 間伐を実施す る必 要があ る森林  

該 当 な し  
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第 ４  作 業 路 網 そ の 他 森 林 の 整 備 の た め に 必 要 な 施 設 の 整 備 に 関 す る

事項 （ 法 第 10 条 の ５ 第 ２ 項 第 ８ 号 ）  

１  作業路網 の整 備に関する事 項  

こ こ で は 、森 林 施 業 を 低 コ ス ト で 効 率 的 に 行 う た め に 必 要 な 作 業

路 網 の 整 備 に 関 す る 事 項 を 示 す 。作 業 路 網 に つ い て は 表 ２ -４ -１ に

定 義 す る 。  

表 ２ -４ -１  作 業 路 網 の 区 分 と 定 義  

区 分  定 義  

基

幹

路

網 

林 道  
不 特 定 多 数 の 者 が 利 用 す る 恒 久 的 公 共 施 設 で あ り 、森

林 整 備 や 木 材 生 産 を 進 め る 上 で の 幹 線 と な る も の 。  

林 業 専 用 道  

主 と し て 森 林 施 業 の た め に 特 定 の 者 が 利 用 す る 恒 久

的 公 共 施 設 で あ り 、幹 線 と な る 林 道 を 補 完 し 、普 通 自

動 車 （ 1 0t 積 程 度 の ト ラ ッ ク ） や 林 業 用 車 両 （ 大 型 ホ

イ ー ル タ イ プ フ ォ ワ ー ダ 等 ）の 輸 送 能 力 に 応 じ た 必 要

最 小 限 の 規 格・構 造 を 有 す る こ と に よ り 、森 林 作 業 道

の 機 能 を 木 材 輸 送 の 観 点 か ら 強 化 ・ 補 完 す る も の 。  

細

部 

路

網 

森 林 作 業 道  
森 林 作 業 の た め に 特 定 の 者 が 利 用 し 、主 と し て 林 業 機

械 （ ト ラ ッ ク を 含 む ） の 走 行 を 予 定 す る も の 。  

 

(1) 作業路網の 密度に関する 事項  

森 林 施 業 を 低 コ ス ト で 効 率 的 に 行 う た め 、施 業 を 一 体 的 に 行 う

森 林 に つ い て 、 森 林 の 傾 斜 等 に 応 じ て あ ら か じ め 作 業 シ ス テ ム

（ 車 両 系 又 は 架 線 系 ）を 定 め 、表 ２ -４ -２ に 掲 げ る 作 業 路 網 の 密

度 を 目 安 と し て 林 道 及 び 林 業 専 用 道 、森 林 作 業 道 を 適 切 に 配 置 す

る 。  

表 ２ -４ -２  作 業 路 網 の 密 度  

傾 斜 区 分  
作 業  

シ ス テ ム  

路 網 密 度  

 う ち 基 幹 路 網  

緩 傾 斜 地  

( 0～  1 5°)  
車 両 系  110ｍ /ha 以 上  30～ 4 0ｍ / ha 以 上  

中 傾 斜 地  

(15～  3 0°)  

車 両 系  85ｍ / ha 以 上  
23～ 3 4ｍ / ha 以 上  

架 線 系  25ｍ / ha 以 上  

急 傾 斜 地  

(30～  3 5°)  

車 両 系  60ｍ〈 50ｍ 〉/ ha 以 上  
16～ 2 6ｍ / ha 以 上  

架 線 系  20ｍ〈 15ｍ 〉/ ha 以 上  

急  峻  地  

(35°～   ）  
架 線 系  ５ ｍ / ha 以 上  ５ ～ 1 5ｍ / ha 以 上  

（ 注 ）「 急 傾 斜 地 」 の 〈 〉 書 き は 、 広 葉 樹 の 導 入 に よ る 針 広 混 交 林 な ど

育 成 複 層 林 へ 誘 導 す る 森 林 に お け る 路 網 密 度 で あ る 。  
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(2) 基幹路網に 関す る事項  

ア  基幹路網 の作 設にかかる留 意点  

基 幹 路 網 の 開 設 は 、 車 両 の 安 全 か つ 円 滑 な 通 行 を 確 保 す る

た め 表 ２ -４ -３ に 示 す 規 格 （ 林 道 規 程 ） を 遵 守 す る 。 林 業 専

用 道 及 び 森 林 作 業 道 の 開 設 は 「 静 岡 県 林 業 専 用 道 ・ 森 林 作 業

道 作 設 指 針 」 に 則 し た も の と す る 。  

 

表 ２ -４ -３  基 幹 路 網 の 規 格 ・ 構 造  

区  分  
 規  格  

 （ 林 道 規 程 ）  
車 道 幅 員  通 行 車 両  

林

道 

森 林  

基 幹 道  

森 林  

管 理 道  

森 林  

施 業 道  

第 1 種  

及 び  

第 ２ 種  

自 動 車 道  

1 級  

4.0 m  

(3. 0m )  

一 般 車 両  

林 業 用 車 両  

自 動 車 道  

2 級  
3.0 m  

第 ２ 種  
自 動 車 道  

3 級  
2.0 m  

林 業  

専 用 道  
第 ２ 種  

自 動 車 道  

2 級  
3.0 m  

林 業 用 車 両  

(10 t 積 ト ラ ッ ク ） 

※ 第 1 種 ： セ ミ ト レ ー ラ ー を 設 計 車 両 と す る も の  

※ 第 2 種 ： 普 通 自 動 車 、 小 型 自 動 車 を 設 計 車 両 と す る も の  

 

 

イ  基幹路網 の整 備計画  

基 幹 路 網 の 整 備 計 画 を 表 ２ -４ -４ に 示 す 。 詳 細 な 計 画 は 、

別 紙 及 び 付 属 の 概 要 図 に よ る 。  

 

表 ２ -４ -４  基 幹 路 網 の 整 備 計 画  

整 備 計 画  路 線 数  延 長 又 は 箇 所 数  

森 林 基 幹 道 の 開 設  １ 路 線  7.8  km  

森 林 管 理 道 の 開 設  １ 路 線  2.8  km  

林 道 の 拡 張 （ 改 良 ） ８ 路 線  47  箇 所  

林 道 の 拡 張 （ 舗 装 ） ２ 路 線  7.0  km  

 

ウ  基幹路網 の維 持管理に関す る事 項  

基 幹 路 網 は 管 理 者 を 定 め 、台 帳 を 作 成 し て 適 切 に 管 理 す る 。 

 

 



- 35 - 
 

 

 

(3) 細部路網に 関する事項  

ア  細部路網 の作 設に係る留意 事項  

森 林 作 業 道 は 、間 伐 を は じ め と す る 森 林 整 備 や 木 材 の 搬 出 の

た め 、継 続 的 に 用 い ら れ る 道 で あ り 、表 ２ -４ -５ に 示 す 通 行 車

両 に よ る 使 用 を 想 定 し 、ま た 、地 形 に 沿 う こ と で 作 設 費 用 を 抑

え て 経 済 性 を 確 保 し つ つ 、繰 り 返 し の 使 用 に 耐 え る よ う 丈 夫 で

簡 易 な 構 造 と す る 。  

ま た 、 森 林 作 業 道 の 開 設 は 、「 静 岡 県 林 業 専 用 道 ・ 森 林 作 業

道 作 設 指 針 」 に 則 し た も の と す る 。  

 

表 ２ -４ -５  森 林 作 業 道 の 規 格  

区 分  幅 員  通 行 車 両 （ 林 業 用 車 両 ）  

森 林 作 業

道  

全 幅 員 2.5ｍ 以 上  
車 両 系 林 業 機 械 又 は 小 型 の ト

ラ ッ ク  

全 幅 員 2.5ｍ 未 満  
車 両 系 林 業 機 械（ 車 体 幅 2. 0ｍ

程 度 ）  

 

イ  細部路網 の維 持管理 に関す る事 項  

森 林 作 業 道 作 設 指 針 等 に 基 づ き 、森 林 作 業 道 が 継 続 的 に 利

用 で き る よ う 、 適 正 に 管 理 す る 。  

 

(4)  路 網 整 備 と 併 せ て 効 率 的 な 森 林 施 業 を 推 進 す る 区 域 に 関 す る

事項  

表 ２ -４ -４ に 掲 げ る 計 画 に 沿 っ て 、基 幹 路 網 の 整 備 を 推 進 し

て い く 。  

ま た 、林 道 等 の 基 幹 路 網 か ら 200m 以 内 で 、傾 斜 が 35 度 未 満

の 森 林 は 木 材 生 産 に 適 し て お り 、こ う し た 森 林 に お い て は 、細

部 路 網 の 整 備 を 推 進 し 、利 用 間 伐 等 に よ る 木 材 生 産 を 促 進 し て

い く 。  

と く に 、表 ２ -４ -４ に 掲 げ た 計 画 期 間 内 に 整 備 す る 基 幹 路 網

の 周 辺 の 森 林 を 路 網 整 備 等 推 進 区 域 と し て 設 定 し 、路 網 整 備 と

併 せ て 効 率 的 な 森 林 施 業 を 推 進 し て い く 。  

な お 、 路 網 整 備 等 推 進 区 域 は 、 表 ２ -４ -６ の と お り 定 め る 。 



- 36 - 
 

 

 

表 ２ -４ -６  路 網 整 備 等 推 進 区 域  

路 網 整 備

等  

推 進 区 域  

面 積 ( ha )  
開 設 予 定  

路 線  

開 設 予 定  

延 長 ( m)  

対

図  

番

号  

備 考  

須 山・富 岡

地 区  
2,0 36  裾 野 愛 鷹 線  18, 23 0  □1   

※  詳 細 な 位 置 は 、 付 属 の 概 要 図 を 参 照 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  その他森 林の 整備のために 必要 な施設の整備 に関 する事項  

   該 当 な し  

    計 画 線  

利 用 区 域  
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第５  委託を受け て行う森林の 施業 又は経営の実 施の 促進に関する 事項  

（ 法 第 10 条 の ５ 第 ２ 項 第 ６ 号 ）  

１  森 林 の 経 営 の 受 委 託 等 に よ る 森 林 の 経 営 規 模 の 拡 大 に 関 す る 方   

針  

本 市 の 森 林 は 小 規 模 零 細 な 所 有 形 態 が 多 数 を 占 め て お り 、加 え て

森 林 施 業 の 受 委 託 も ほ と ん ど 行 わ れ て お ら ず 、効 率 的 な 森 林 施 業 が

困 難 な 状 況 で あ る 。  

そ こ で 、 隣 接 す る 複 数 の 所 有 者 の 森 林 を 取 り ま と め て 、 数 十 ha

の 施 業 団 地 と し た 上 で 、作 業 道 の 整 備 や 間 伐 な ど の 森 林 施 業 を 一 括

し て 行 え る よ う 、森 林 の 育 成 や 利 用 に 関 す る 事 項 を 意 欲 と 実 行 力 の

あ る 林 業 経 営 体 へ 委 託 す る こ と を 促 進 し 、効 率 的 な 森 林 の 経 営 を 図

っ て い く 。  

 

 

２  森 林 の 施 業 又 は 経 営 の 受 委 託 等 に よ る 規 模 拡 大 を 促 進 す る た め

の方策  

施 業 の 集 約 化 や 計 画 的 な 路 網 整 備 等 に 関 す る 意 欲 と 実 行 力 の あ

る 者 に 対 し て 、 必 要 な 情 報 の 提 供 、 必 要 な 助 言 、 指 導 そ の 他 の

援 助 を 積 極 的 に 行 っ て い く 。  

ま た 、森 林 の 施 業 を 効 率 的 か つ 適 切 に 行 っ て い く た め に は 、森 林

に 関 す る 正 確 な 情 報 の 把 握 が 重 要 で あ る こ と か ら 、森 林 情 報 の 精 度

向 上 に 努 め る 。  

あ わ せ て 、 森 林 基 幹 道 裾 野 愛 鷹 線 の 利 用 区 域 を 中 心 に 、 関 係 機

関 と 連 携 し て 、森 林 施 業 へ の 合 意 形 成 、委 託 や 施 業 の 共 同 化 、集 約

化 を 推 進 す る 。  
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３  森林の施 業又 は経営の受委 託等 を実施する上 で留 意すべき事項  

森 林 所 有 者 か ら 森 林 の 経 営 の 委 託 を 受 け た 者 が 、森 林 経 営 計 画 を

作 成 す る に あ た っ て は 、 森 林 所 有 者 と 次 の 権 原 が 付 与 さ れ た 契 約

（ 以 下 「 森 林 経 営 委 託 契 約 」 と い う 。） を 締 結 す る 必 要 が あ る 。  

な お 、す で に 、森 林 所 有 者 と 長 期 施 業 受 委 託 契 約 を 締 結 し て い る

場 合 で あ っ て も 、 森 林 経 営 計 画 を 作 成 す る に あ た っ て は 、「 森 林 経

営 委 託 契 約 」の 締 結 が 必 要 で あ る こ と か ら 、現 行 の 契 約 内 容 を 確 認

し 、 必 要 に 応 じ て 新 規 契 約 や 変 更 契 約 を 行 う も の と す る 。  

①  造 林 、 保 育 及 び 伐 採 に 必 要 な 育 成 権 原  

②  ① に 基 づ き 伐 採 し た 木 竹 の 処 分 権 原  

③  森 林 の 保 護 や 作 業 路 網 の 整 備 等 に 関 す る 権 原  

 

 

４  森林経営 管理 制度の活用に 関す る事項    

森 林 所 有 者 が 森 林 の 経 営 管 理 を 実 行 す る こ と が で き な い 場 合 に

は 、森 林 経 営 管 理 制 度 の 活 用 を 検 討 す る 。こ の 制 度 に よ り 森 林 所 有

者 か ら 経 営 管 理 権 を 取 得 し た 場 合 は 、林 業 経 営 に 適 し た 森 林 に つ い

て は 民 間 事 業 者 に 経 営 管 理 実 施 権 を 設 定 し て 再 委 託 を お こ な い 、ま

た 、林 業 経 営 に 適 さ な い 森 林 に つ い て は 、必 要 に 応 じ て 森 林 環 境 譲

与 税 等 を 活 用 し て 本 市 が 直 接 森 林 整 備 を 行 う こ と に よ り 、適 切 な 森

林 の 経 営 管 理 を 推 進 す る 。  

  ま た 、経 営 管 理 権 又 は 経 営 管 理 実 施 権 の 設 定 に 当 た っ て は 、本 計

画 に 定 め ら れ た 公 益 的 機 能 別 施 業 森 林 や 木 材 の 生 産 機 能 維 持 増 進

を 図 る た め の 森 林 施 業 を 推 進 す べ き 森 林 等 に お け る 施 業 の 方 法 と

の 整 合 性 に 留 意 す る 。  
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第６  森林施 業 の 共同化の促進 に 関 する事項  

（ 法 第 10 条 の ５ 第 ２ 項 第 7 号 ）  

１  森林施業 の共 同化の促進に 関す る方針  

 森 林 施 業 の 共 同 化 と は 、間 伐 、保 育 等 の 森 林 施 業 の 推 進 に つ い て 、

森 林 所 有 者 等 の 間 で 、施 業 の 実 施 時 期 や 実 施 方 法 に つ い て 調 整 を 行

い 、複 数 の 森 林 所 有 者 等 が 森 林 施 業 を 集 約 化 し 、そ れ を 一 体 と し て

効 率 的 に 行 う こ と を い う 。  

森 林 施 業 の 共 同 化 を 促 進 す る た め に 、一 体 と し て 行 う 森 林 施 業 に

適 し た 森 林 を 抽 出 す る と と も に 、そ の 森 林 所 有 者 等 の 間 で 森 林 施 業

の 集 約 化 の た め の 合 意 形 成 が 図 ら れ る よ う 、 指 導 ・ 助 言 す る 。  

 

２  施業実施 協定 の締結その 他 森林 施業の共同 化 の促 進方策  

集 落 あ る い は 一 体 と し て 行 う 森 林 施 業 に 適 し た 森 林 の 所 有 者 等

に 呼 び か け 、森 林 施 業 に 関 す る 話 し 合 い の 場 を 創 出 し 、森 林 施 業 の

共 同 化 を 図 る 。  

ま た 、啓 発 及 び 普 及 活 動 を 行 い 、当 該 森 林 所 有 者 等 に 対 し て 施 業

実 施 協 定 へ の 参 画 を 促 す 。  

 

３  共同して 森林 施業を実施す る上 で留 意すべき 事項  

共 同 し て 森 林 施 業 を 実 施 し よ う と す る 者（ 以 下「 共 同 施 業 実 施 者 」

と い う 。） が 、 森 林 経 営 計 画 を 作 成 す る に あ た っ て は 、 次 の 事 項 を

明 記 す る 。  

①  共 同 し て 行 う 森 林 施 業 及 び 保 護 の 種 類 並 び に そ の 実 施 方 法  

②  作 業 路 網 そ の 他 施 設 の 設 置 及 び 維 持 管 理 の 方 法  

③  共 同 施 業 実 施 者 の 一 人 が 、上 記 ① 又 は ② に よ り 明 確 に し た 事

項 を 遵 守 し な い こ と に よ り 、 他 の 共 同 施 業 実 施 者 に 不 利 益 を

被 ら せ 又 は 森 林 施 業 の 共 同 化 の 実 効 性 が 損 な わ れ る こ と の な

い よ う 、 施 業 の 共 同 実 施 の 実 効 性 を 担 保 す る た め の 措 置  
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第７  その他 森林 整備に関する 必要 な 事項  

（ 法 第 10 条 の ５ 第 ３ 項 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ）  

１  林業に従 事す る者の養成及 び確 保に関する事 項  

(1) 森林技術者 の能力の向上  

森 林 組 合 等 の 林 業 経 営 体 に 雇 用 さ れ た 技 術 者 に つ い て 、国 の

人 材 育 成 制 度 等 を 利 用 し て 、経 験 年 数 に 応 じ た 技 術 、知 識 、能

力 の 習 得 を 図 り 、効 率 的 な 木 材 生 産 を 担 う 森 林 技 術 者 を 育 成 す

る 。  

 

(2) 効率的な木 材生産のため のプ ランナーの育 成  

森 林 組 合 等 の 林 業 経 営 体 の 職 員 に 対 し 、効 率 的 な 木 材 生 産 に

必 要 な 計 画 を 作 成 す る 知 識 の 習 得 を 促 し 、森 林 施 業 プ ラ ン ナ ー

を 育 成 す る 。  

 

(3)  林業への 新 規就業促進  

林 業 へ の 就 業 に 関 心 が あ る 者 を 対 象 に 、林 業 の 仕 事 や 就 業 条

件 な ど に 関 す る 情 報 の 提 供 、就 業 支 援 講 習 会 の 開 催 と 、林 業 経

営 体 に よ る 短 期 的 な 雇 用 に よ り 、林 業 へ の 新 規 就 業 を 促 進 す る 。 

 

(4)  森林技術 者 の就労環境の 向上  

林 業 経 営 体 に よ る 雇 用 環 境 の 改 善 や 労 働 安 全 の 取 組 に よ り 、

森 林 技 術 者 の 就 労 環 境 を 向 上 す る 。  

 

(5)  しいたけ 生 産者の育成  

地 域 の し い た け 生 産 者 の 育 成 を 図 る た め に 、品 質 適 正 表 示 や

認 証 取 得 を 指 導 す る と と も に 、鳥 獣 害 対 策 、生 産 技 術 向 上 の た

め の 品 評 会 、 消 費 拡 大 Ｐ Ｒ 活 動 な ど を 支 援 す る 。  

ま た 、 新 規 参 入 者 へ の 研 修 実 施 を 支 援 す る 。  
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２  林業機械 の導 入の促進に関 する 事項  

集 約 的 な 施 業 を 実 施 す る た め に 、地 形 や 地 質 、森 林 資 源 状 況 、経

営 に か か る コ ス ト を 総 合 的 に 考 慮 し 、適 切 な 路 網 整 備 と 林 業 機 械 の

組 み 合 わ せ に よ り 労 働 生 産 性 を 高 め 、表 ２ -７ -１ を モ デ ル と す る 低

コ ス ト 生 産 シ ス テ ム の 構 築 を 目 指 す 。  

ま た 、低 コ ス ト 生 産 シ ス テ ム の 構 築 に 不 可 欠 な 、高 性 能 林 業 機 械

の 導 入 や オ ペ レ ー タ ー の 育 成 、 林 業 労 働 災 害 の 防 止 等 に つ い て は 、

県 や 林 業・木 材 製 造 業 労 働 災 害 防 止 協 会 等 の 支 援 事 業 等 を 積 極 的 に

利 用 し て い く 。  

 

表 ２ -７ -１  生 産 シ ス テ ム の モ デ ル  

シ ス テ ム  
傾

斜  

最 大 到 達 距 離 （ m）  
伐 採  

木 寄 せ ・  

集 材  

枝 払 い ・  

玉 切 り  
運 搬  基 幹 路 網  

か ら  

細 部 路 網  

か ら  

車 両 系  緩  1 5 0～ 2 0 0  3 0～ 7 5  ﾊｰﾍﾞｽﾀ グ ラ ッ プ ル  ﾊｰﾍﾞｽﾀ  
ﾌｫﾜｰﾀﾞ 

ﾄﾗｯｸ  

 中  2 0 0～ 3 0 0  4 0～ 1 0 0  ﾊｰﾍﾞｽﾀ  グ ラ ッ プ ル  ﾊｰﾍﾞｽﾀ  
ﾌｫﾜｰﾀﾞ 

ﾄﾗｯｸ  

 急  3 0 0～ 5 0 0  5 0～ 1 2 5  ﾁｪｰﾝｿｰ  
グ ラ ッ プ ル  

ウ ィ ン チ  
ﾊｰﾍﾞｽﾀ  

ﾌｫﾜｰﾀﾞ 

ﾄﾗｯｸ  

 

３  林産物の 利用 促進のために 必要 な施設の整備 に関 する 事項  

 林 産 物 の 利 用 の 促 進 の た め に 必 要 な 施 設 に つ い て 、表 ２ -７ -２ に

現 状 と 今 後 の 整 備 計 画 を 示 す 。  

表 ２ -７ -２  林 産 物 の 利 用 の 促 進 の た め に 必 要 な 施 設  

区 分  施 設 の 名 称  
現 状  整 備 計 画  

備

考  位 置  規 模  
対 図  

番 号  
位 置  規 模  

対 図  

番 号  

加 工  

製 材 工 場  
裾 野 市  

須 山  

2 , 0 0 0 ㎥  

/年  △  
    

国 産 材 合 板 他 木

材 加 工・製 材 工 場  

富 士 市  

中 之 郷  

1 3 2 , 0 0 0

㎥ /年  
     

木 材 チ ッ プ 製

造 工 場  

富 士 市  

大 渕  

1 1 , 0 0 0 t /

年  
     

流 通  

原 木 市 場  
富 士 市  

大 渕  

8 8 , 8 4 0 ㎥

/年  
     

ス ト ッ ク ポ イ

ン ト  

小 山 町  

上 野  

目 標 取 扱 量

3 7 , 6 0 0 ㎥

/年  

     

1  
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Ⅲ  森林病害虫の駆除又は予防その他森林の保護に関する事項  
（ 法 第 10 条 の ５ 第 ２ 項 第 ９ 号 及 び 第 1 0 号 ）  

第１  森林の 病害 虫の駆除又は 予防 の方法等  

１  森林病害 虫の 駆除並びに予 防 の 方針及び方法  

 本 市 は 、森 林 病 害 虫 等 に よ る 被 害 の 未 然 防 止 、早 期 発 見 及 び 早 期

駆 除 等 に 努 め る 。特 に 、松 く い 虫 及 び ナ ラ 枯 れ 被 害 対 策 に つ い て は 、

表 ３ -１ -１ に 示 す 方 針 に 則 っ て 適 切 に 行 う 。  

な お 、森 林 病 害 虫 等 の 蔓 延 に よ り 緊 急 に 伐 倒 駆 除 す る 必 要 が 生 じ

た 場 合 に は 、 伐 採 の 促 進 に 関 す る 指 導 等 を 行 う こ と が あ る 。  

表 ３ -１ -１  松 く い 虫 等 被 害 対 策 方 針  

項   目  方  針  

松 く い 虫 被 害 対

策  

・ 地 域 住 民 と の 協 働 に よ り 適 正 な 管 理 を 行 い 、 松 林 の

健 全 化 を 図 る 。  

・ 地 域 に と っ て 特 に 重 要 な 松 に 対 し 、 樹 幹 注 入 等 の 対

策 を 実 施 し 、 保 全 す る 。  

ナ ラ 枯 れ 被 害 対

策  

地 域 で 被 害 の 早 期 発 見 ・ 監 視 に 努 め 、 初 期 段 階 で 、 適

切 な 防 除 を 推 進 す る 。  

 

２  森林病害 虫の 駆 除及び予防 の体 制作りの方 針  

森 林 病 害 虫 に よ る 被 害 の 未 然 防 止 、早 期 発 見 及 び 薬 剤 等 に よ る 早

期 駆 除 な ど の た め 、森 林 所 有 者 を 始 め 、地 域 住 民 へ の 呼 び か け を 行

い 、 森 林 病 害 虫 の 被 害 木 等 の 情 報 収 集 に 努 め る 。  

ま た 、地 域 住 民 が 情 報 提 供 し や す い よ う 、窓 口 や 投 書 箱 の 設 置 を

行 う 。  

 

第２  鳥獣に よる 森林被害対策 の方 法  

１  鳥獣害防 止森 林区域の設定  

森 林 生 態 系 多 様 性 基 礎 調 査 の 結 果 等 に 基 づ き 、鳥 獣 害 を 防 止 す る

た め の 措 置 を 実 施 す べ き 森 林 の 区 域（ 以 下 、鳥 獣 害 防 止 森 林 区 域 と

い う 。） を 表 ３ － ２ － １ に 定 め る  

  表 ３ － ２ － １  鳥 獣 害 防 止 森 林 区 域  

対 象 鳥 獣 の 種

類  
森 林 の 区 域 （ 林 班 ）  面 積 （ h a）  

ニ ホ ン ジ カ  

１ 、３ 、４ ～ ８ 、 10～ 20、 23、 

28～ 32、 45～ 51、 59～ 65、  

68、 71～ 74、 79～ 81、 85～ 90 

92、 96～ 103、 105 

4,220.55 
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２  鳥獣害防 止森 林区域におけ る鳥 獣害の防止の 方法  

鳥 獣 害 防 止 森 林 区 域 に お い て は 、表 ３ － ２ － ２ に 定 め る 方 法 に よ

り 、 鳥 獣 害 の 防 止 の た め の 措 置 を 実 施 す る も の と す る 。  

な お 、実 施 に あ た っ て は 、鳥 獣 保 護 管 理 法 に 基 づ い て 県 が 定 め る

第 二 種 特 定 鳥 獣 管 理 計 画 及 び 鳥 獣 被 害 防 止 特 別 措 置 法 に 基 づ き 本

市 が 作 成 し た「 裾 野 市 鳥 獣 被 害 防 止 計 画 」に 沿 っ て 行 う も の と す る 。 

 

  表 ３ － ２ － ２  鳥 獣 害 の 防 止 の 方 法 等  

対 象 鳥 獣 の  

種 類  
鳥 獣 害 の 防 止 の 方 法 等  

ニ ホ ン ジ カ  ・  鳥 獣 害 の 防 止 の 方 法 は 植 栽 木 等 の 保 護 又 は 捕

獲 と し 、こ れ ら を 単 独 又 は 組 み 合 わ せ て 実 施 す

る 。  

・  植 栽 木 等 の 保 護 は 、防 護 柵 や 幼 齢 木 保 護 具（ 食

害 防 止 チ ュ ー ブ 等 ）、剥 皮 防 止 帯（ テ ー プ 巻 等 ）

の 設 置 等 と す る 。  

・  防 護 柵 は 、被 害 防 止 効 果 が 十 分 に 発 揮 さ れ る よ

う 、適 切 に 維 持 管 理 を 行 い 、必 要 に 応 じ て 改 良

等 を 行 う 。  

・  捕 獲 は 、わ な 捕 獲（ く く り わ な 、囲 い わ な 等 ）、

銃 器 等 に よ り 行 う 。  

・  鳥 獣 害 が あ ま り 発 生 し て お ら ず 、鳥 獣 害 防 止 施

設 の 設 置 等 が 不 要 と 判 断 さ れ る 場 合 に は 、上 記

の 方 法 に 代 わ り 、現 地 調 査 等 に よ る 森 林 の モ ニ

タ リ ン グ を 実 施 し 、 被 害 状 況 の 確 認 に 努 め る 。  

 

３  その他の 区域 及び鳥獣に関 する 森林被害対策 の方 法  

鳥 獣 害 防 止 森 林 区 域 外 の 森 林 に お い て も 、鳥 獣 害 防 止 施 設 の 設 置

等 に よ る 鳥 獣 害 の 防 止 に 努 め る も の と す る 。  

な お 、鳥 獣 害 の 防 止 の 方 法 等 は 、２ の 防 止 の 方 法 に 準 じ る も の と

す る 。  

 

 

４  鳥獣害の 防 止 の方法の実施 状況 の確認等  

現 地 調 査 に よ る 確 認 の ほ か 、森 林 施 業 を 行 う 林 業 経 営 体 や 森 林 所

有 者 等 か ら の 情 報 の 収 集 に 努 め る 。  

な お 、鳥 獣 害 の 防 止 の 方 法 が 適 切 に 実 施 さ れ て い な い 場 合 は 、森

林 所 有 者 等 に 対 し て 指 導 ・ 助 言 等 を 行 う 。  
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第３  林野火 災の 予防の方 法  

林 野 火 災 を 予 防 す る た め 、 以 下 の 方 針 に 則 っ た 取 組 を 行 う 。  

  初 期 消 火 器 材 の 配 備 を 進 め る と と も に 、山 火 事 発 生 の 未 然 防 止 に

努 め る 。  

  山 火 事 発 生 の 危 険 性 が 高 い 、入 山 者 や ド ラ イ バ ー の 入 り 込 む 地 域

に お い て 、 タ バ コ 及 び た き 火 の 後 始 末 を 徹 底 す る よ う 周 知 す る 。 

  林 業 従 事 者 に 対 し て 、火 気 の 取 扱 い に 対 す る 指 導 を 行 い 、山 火 事

予 防 へ の 意 識 を 啓 発 す る 。  

 

第４  森林病 害虫 の駆除等のた めの 火入れを実施 する 場合の 留意事 項  

火 入 れ を 実 施 す る 場 合 に は 、「 裾 野 市 火 入 れ に 関 す る 条 例 」の 規 定

を 順 守 す る よ う 関 係 者 に 周 知 徹 底 す る 。  

 

第５  その他必要 な 事項  

 １  病害虫の被 害を受けてい る等 の理由により 伐採 を促進すべき 林分  

該 当 な し  

 

２  その他  

森 林 病 害 虫 及 び 山 火 事 等 を 未 然 に 防 止 す る と と も に 、森 林 巡 視 等

に 役 立 て る た め 、 標 識 等 の 設 置 を 推 進 す る 。  

ま た 、台 風 等 に よ る 造 林 木 の 風 倒 害 が 発 生 し て い る 森 林 の 施 業 に

つ い て は 、 細 心 の 注 意 を 払 っ て 行 う よ う 指 導 す る 。  
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Ⅳ  森林の保健機能の増進に関する事項  
（ 森 林 の 保 健 機 能 の 増 進 に 関 す る 特 別 措 置 法 第 ５ 条 の ２ ）  

第１  保健機 能森 林の区域  

該 当 な し  

 

第２  保健機 能森 林の区域内の 森林 における造林 、保 育、伐採そ の他の

施業の方法  

該 当 な し  

 

第３  保健機 能森 林の区域内に おけ る森林保健施 設の 整備  

１  森林保健 施設 の整備  

該 当 な し  

２  立木の期 待平 均樹高  

該 当 な し  

 

Ⅴ  その他森林の整備のために必要な事項  
（ 法 第 10 条 の ５ 第 ３ 項 第 ４ 号 ）  

第１  森林経 営計 画の作成に関 する 事 項  

１  森林経営 計画 の記 載内容に 関す る事項  

森 林 所 有 者 等 が 森 林 経 営 計 画 を 作 成 す る に 当 た っ て は 、次 に 掲 げ

る 事 項 に つ い て 適 切 に 計 画 す る よ う に 指 導 す る 。  

・ Ⅰ の 第 ２ の ２ に 示 す 公 益 的 機 能 別 施 業 森 林 の 施 業 方 法  

・ Ⅱ の 第 ２ の ３ に 示 す 植 栽 に よ ら な け れ ば 適 確 な 更 新 が 困 難 な

森 林 に お け る 主 伐 後 の 植 栽  

・ Ⅱ の 第 ５ の ３ に 示 す 森 林 の 施 業 又 は 経 営 の 受 委 託 等 を 実 施 す

る 上 で 留 意 す べ き 事 項 及 び Ⅱ の 第 ６ の ３ に 示 す 共 同 し て 森 林

施 業 を 実 施 す る 上 で 留 意 す べ き 事 項  

・ Ⅲ に 示 す 森 林 病 害 虫 の 駆 除 又 は 予 防 そ の 他 森 林 の 保 護 に 関 す

る 事 項  

 

２  一体整備 相当 区域  

路 網 の 整 備 の 状 況 そ の 他 の 地 域 の 実 情 か ら み て 造 林 、保 育 、伐 採

及 び 木 材 の 搬 出 を 一 体 と し て 効 率 的 に 行 う こ と が で き る と 認 め ら

れ る 区 域 （ 以 下 、 一 体 整 備 相 当 区 域 と い う 。） を 表 ５ -１ -１ に 定 め

る 。  
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表 ５ -１ -１  一 体 整 備 相 当 区 域  

区 域 名  林 班  区 域 面 積 （ ha）  

東 地 区  83～ 1 04  1,5 80 .3 9  

西 地 区  1～ 3、 1 05  418 .4 0  

深 良 地 区  59～ 8 2  1,4 88 .6 3  

富 岡 地 区  4～ 32  1,9 57 .0 3  

須 山 地 区  33～ 5 8  1,9 74 .2 4  

 

第２  生活環 境の 整備に 関する 事項  

 該 当 な し  

 

第３  森林整 備を 通じた 地域振 興に 関する事項  

該 当 な し  

 

第４  森林の 総合 利用の推進に 関す る事項  

該 当 な し  

 

第５  住民参 加に よる森 林の整 備に 関する事項  

 １  地域住民参 加による取組  

住 民 参 加 に よ る 森 林 づ く り に 対 す る 理 解 と 関 心 を 深 め る た め に

市 民 団 体 、 Ｎ Ｐ Ｏ 等 と の 連 携 に よ る 取 り 組 み を 推 進 す る 。  

 

２  上下連携 によ る取組  

   該 当 な し  

 

第６  森林経 営管 理制度に基づ く事 業に関する事 項  

   森 林 経 営 管 理 制 度 の 活 用 に つ い て 検 討 中 。  

 

第７  その他必要 な事項  

１  施業の制 限を 受けている森 林 に 関する事項  

 保 安 林 、自 然 公 園 、砂 防 指 定 地 、地 す べ り 防 止 区 域 、急 傾 斜 地 崩

壊 危 険 区 域 、そ の 他 法 令 に よ り 施 業 に つ い て 制 限 を 受 け て い る 森 林

に お い て は 、当 該 法 令 等 に 基 づ く 施 業 を 実 施 す る 。ま た 、複 数 法 令

等 に よ る 施 業 の 制 限 を 受 け て い る 場 合 は 、よ り 制 限 が 強 い 法 令 等 に

基 づ く 施 業 方 法 で 行 う も の と す る 。  
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２  森林の保 全に 関して留意す べき 事項  

森 林 の 保 全 に つ い て は 、適 切 な 施 業 の 推 進 、管 理 及 び 保 安 施 設 事

業 の 計 画 的 な 実 施 を 通 じ て 、森 林 の 有 す る 水 源 の 涵 養 、土 砂 災 害 の

防 止 、二 酸 化 炭 素 の 吸 収・固 定 、環 境 の 保 全 と い っ た 公 益 的 機 能 の

維 持 増 進 を 図 る と と も に 、伐 採 造 林 届 出 制 度 、保 安 林 制 度 及 び 林 地

開 発 許 可 制 度 の 適 切 な 運 用 を 図 る 。  

ま た 、近 年 頻 発 す る 集 中 豪 雨 等 に よ る 水 害 を 防 止 す る た め に 、流

域 治 水 の 取 組 と 連 携 す る と と も に 、流 木 被 害 を 防 止 す る た め 、伐 採

木 の 適 正 な 処 理 や 渓 流 域 で の 危 険 木 の 除 去 等 に 努 め る 。  

 

３  土地の形 質の 変更にあたり 留意 すべき事項  

森 林 の 土 地 の 形 質 の 変 更 に あ た っ て は 、 次 の 事 項 に 留 意 す る 。  

(1) 保安林  

保 安 林 で は 、 保 安 林 の 指 定 の 目 的 の 達 成 に 支 障 の な い 範 囲 に

限 定 す る こ と と し 、 原 則 と し て 森 林 以 外 へ の 転 用 は 行 わ な い も

の と す る 。  

 

(2) 保安林以外 の森林  

保 安 林 以 外 の 森 林 で は 、当 該 森 林 の 植 生 、地 形 、地 質 、土 壌 、

湧 水 、 気 象 、 過 去 に 発 生 し た 災 害 等 の 自 然 環 境 条 件 、 及 び 下 流

の 河 川 、 水 路 の 整 備 状 況 、 周 辺 に お け る 土 地 利 用 、 水 利 用 、 景

観 等 の 生 活 環 境 条 件 を 考 慮 し 、 次 の ４ 点 に 留 意 し た 上 で 、 森 林

の 適 正 な 利 用 を 図 る 。  

ア  土 砂 の 流 出 又 は 崩 壊 そ の 他 の 災 害 を 発 生 さ せ る お そ れ が な

い こ と  

イ  水 害 を 発 生 さ せ る お そ れ が な い こ と  

ウ  水 の 確 保 に 著 し い 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が な い こ と  

エ  環 境 を 著 し く 悪 化 さ せ る お そ れ が な い こ と  

 

４  公有林の 整備 に関する事項  

本 市 は 、 現 在 、 86.84ha の 森 林 を 有 し て お り 、 財 産 区 有 林 と 共 に

地 域 の 規 範 と な る よ う 、適 正 な 管 理 を 行 う ほ か 、資 源 と し て 成 熟 し

た 人 工 林 に つ い て は 、利 用 間 伐 を 中 心 に 、積 極 的 な 木 材 生 産 を 行 う 。 
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５  良好な森 林景 観の形成に関 する 事項  

本 市 の 北 西 部 に 位 置 す る 富 士 山 は 世 界 文 化 遺 産 に 登 録 さ れ 、国 内

外 か ら 多 く の 観 光 客 が 訪 れ る な ど 、本 市 を 代 表 す る 景 観 の 一 つ で あ

る 。そ の た め 、富 士 山 へ 向 か う 道 路 沿 い に つ い て は 、眺 望 を 確 保 す

る た め に 間 伐 の 実 施 を 促 進 す る ほ か 、彩 り を 添 え る た め に 針 広 混 交

化 を 促 進 す る 。た だ し 、整 備 を 行 う に あ た っ て は 、森 林 の 持 つ 多 面

的 機 能 の 発 揮 に 配 慮 す る 。  

 

県 単 独 補 助 事 業 に よ る 富 士 山 ア ク セ ス 道 路 沿 線 の 森 林 整 備 （ 修 景 伐 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 業 前               施 業 後  

 

 

６  市単独間 伐事 業  

市 単 独 事 業 に よ る 間 伐 実 施 等 の 広 報 を 積 極 的 に 行 い 、森 林 所 有 者

の 整 備 意 欲 向 上 を 図 る 。ま た 、地 域 住 民 へ の 森 林・林 業 へ の 関 心 を

高 め る よ う に 努 め る 。  
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別 紙  

基幹路網の整 備計 画  

（ 単 位  開 設 ・ 舗 装 ： ㎞ 、 改 良 ： 箇 所 ）  

開 設 /  

拡 張  
種 類  区 分  位 置  路 線 名  

計画期 

区 分  

延 長 /  

箇 所  

利 用

区 域

面 積  

うち前半 

5 年

分  

対 図

番 号  
備 考  

開 設  自 動 車 道  
森 林  

基 幹 道  

裾 野 市

須 山 ～

葛 山  

裾 野  

愛 鷹  

前 期  3 . 8  

2 , 0 2 4  ○  1  

 

後 期  4 . 0   

計  7 . 8   

   計  1 路 線  

前 期  3 . 8  

2 , 0 2 4    

 

後 期  4 . 0   

計  7 . 8   

開 設  自 動 車 道  
森 林  

管 理 道  

裾 野 市  

葛 山  

 

田 場 沢  

前 期  -   

3 4  ○  2  

 

後 期  2 . 8   

計  2 . 8   

   計  1 路 線  

前 期  -   

3 4    

 

後 期  2 . 8   

計  2 . 8   

拡 張  自 動 車 道  改 良  
裾 野 市

深 良  
沢 入  

前 期  2  

2 2 4  ○  3  

 

後 期  3  局 部 改 良  

計  5   

拡 張  自 動 車 道  改 良  
裾 野 市

須 山  
田 向  

前 期  5  

1 9 1  ○  4  

 

後 期  5  局 部 改 良  

計  1 0   

拡 張  自 動 車 道  改 良  
裾 野 市

茶 畑  
鎧 着 山  

前 期  2  

3 9  ○  5  

 

後 期  1  局 部 改 良  

計  3   

拡 張  自 動 車 道  改 良  
裾 野 市  

深 良  
ニ ッ チ  

前 期  3  

4 2  ○  6  

 

後 期  2  局 部 改 良  

計  5   

拡 張  自 動 車 道  改 良  
裾 野 市

深 良  

樫 の 木

坂  

前 期  3  

3 3  ○  7  

 

後 期  -  局 部 改 良  

計  3   

拡 張  自 動 車 道  改 良  
裾 野 市

下 和 田  
下 和 田  

前 期  2  

2 0 9  ○  8  

 

後 期  3  局 部 改 良  

計  5   

拡 張  自 動 車 道  改 良  
裾 野 市

須 山  
大 沢 入  

前 期  5  

3 3 8  ○  9  

 

後 期  5  局 部 改 良  

計  1 0   

拡 張  自 動 車 道  改 良  

裾 野 市

須 山 ～

葛 山  

裾 野  

愛 鷹  

前 期  3  

2 , 0 2 4  ○  1  

法 面 保 全  

後 期  3  局 部 改 良  

計  6   

   計  8 路 線  

前 期  2 5  

3 , 1 0 0    

 

後 期  2 2   

計  4 7   

拡 張  自 動 車 道  舗 装  
裾 野 市

須 山  
田 向  

前 期  1 . 0  

1 9 1  ○   

 

後 期  1 . 0   
計  2 . 0  

拡 張  自 動 車 道  舗 装  

裾 野 市

須 山 ～

葛 山  

裾 野  

愛 鷹  

前 期  2 . 5  

2 , 0 2 4  ○  1  

 

後 期  2 . 5   

計  5 . 0   

   計  2 路 線  

前 期  3 . 5  

2 , 2 1 5    

 

後 期  3 . 5   

計  7 . 0   

 


